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日本発生生物学会の 諸組織は以下のとおり 変更しました 
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凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送についてほ ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御問合せ 下さい。 

事務局 よ りのお願い ソ 

テレホンカード 販売について 

前号のサーキ ， ラ 一でもお知らせ 致しましたが ， 日本発生生物学会発行のテレホンカードを 発 

売中です。 まだお 買 求めでない 方 ，どうぞ 御 購入下さい。 すでに御貰いになられた 方も 2 枚目を 

どうぞ ( そろそろ度数もなくなってぎた 頃 と思いますが…… ) ） 

まだ，たくさん 残っておりますのでどうぞ 御協力下さい。 お願い致します。 詳細は 54 号をごら 

ん 下さい。 

日本発生生物学会 

事務局会計幹事 加 藤 由宰予 



第 20 回総会報告 

第 20 回総会は，昭和 62 年 5 月 29 日午後 5 時 よ り京都市伝統産業会館において 開催された。 議長 

に佐藤短打 氏 ( 京人， 理 ・動物 ) を選出した後，以下の 次第で議事が 進行して全て 承認された。 

1. 米田満 樹 第 20 回大会委員長挨拶 

2.  安哨 郁夫会長挨拶 

3. 昭和 61 年度活動報告 

㈲ 事務局より : 並木秀男庶務幹事 

・会員数 昭和 f61 年 4 月 30 日 現在 791 人 

・サーキ，ラー 54-56 号完了 

・運営委員会 3/31 ( 第 36 回 ), 5/27 ( 第 37 回 ) に開催 

( 内容はサーキ ，ラ ー № Rf 及 本号参照 ) 

㈲ DGD 編集委員会より : 米田満 樹 主幹 ( 本号 DGD 編集の項参照 ) 

4. 学術会議について : 平本幸男 ( 本号日本学術会議だよりの 項参照 ) 

5. 昭和 61 年度決算報告 : 藤原昭子会計幹事 ( № 56 参照 ) 

6. 会計監査報告 : 石田秀司会計監査 ( 京人・ 理 ) 適正であ った 旨 報告された。 

7. 昭和 f62 年度学会活動について : 麦蝉郁夫会長 

基本的には例年と 同様に行 う 。 学会の経済的窮乏の 解決に積極的に 取りくむ。 特に DGD の 

質の向上を目指す。 

8. 昭和 62 年度予算案 : 藤原昭子会計幹事 (N0.56 参照 ) 

9. 会員の区分，会費の 改定について : 安堵郁夫会長 

昭和 63 年度より本則第 4 条に学生会員を 設ける 

付則第 2 条を通常会員 1 万円 ( 現在 8 千円 ), 学生会員 8 千円にする ( 本号学生会員の 登録の 

項参照 ) 

10 ．第 21 回大会準備委員長挨拶 : 及川 胤昭 ( 財 ・発生・生殖生物学研究所 ) 

昭和 63 年 5 月 2f ～ 28 に山形市総合 シ 。 ッピソバセ ソタ一内の会議場で 行う。 

11. 閉会の辞 : 佐藤短打議長 

第 37 回運営委員会報告 

  

第 37 回運営委員会は 昭和 62 ヰ -5 月 27 日午後 5 時 よ り京都市伝統産業会館第 10 研修室において 開 

催された。 出席者は以下の 通り。 

安堵郁夫 ( 会長 ), 天野実，江口吾朗，岡田盤古，片桐千明，加藤淑 裕 ，黒田行 昭 ，佐藤短打， 

鈴木義昭，平木幸男，見 元紀 ( 以上運営委員 ), 

米田満 樹 ( 編集主幹，大会委員長 ), 加藤憲一 ( 編集幹事 ), 石田秀司 ( 会計監査 ), 及川嵐 昭 ( 次 

期大会準備委員長 ), 京中川 徹 ( 幹事長 ), 並木秀男 ( 庶務幹事 ), 藤原昭子 ( 会計幹事 ) 
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報告審議事項のうち 総会と重複するものは 省略 

㈹ DGD の買い取り， 及 寄贈の申込を 受け付けている。 ( 事務局 ) 

(2) 実験形態学 誌 ，発生生物学誌が 京大に在庫しているが ， これは希望者に 郵送料でお 分 げす 

る 。 ( 後日サーキュ ヲ 一でお知らせする ) 

(3) DGD の reference に title を入れる。 ( 編集委員会 ) 

(4) 学術会議総会報告 ( 学術会議だより 参照 ) C 平本先生 ) 

(5) N I H の留学生仁木学会員で 希望者があ れば応募出来る ょ 5 考慮する。 ( 平本先生 ) 

(6) 次期大会準備委員長及川先生より 挨拶。 

日本発生生物学会第 20 回大会会計報告 

( 収 入 ] 収入合計 2,428,948 円 

参加費 ( 一般 5,000 円 X225 人，学生 4,000 円 x91 人 ) 1,489J000 

協賛 会 ( 広告掲載。 展示 料等 ) 678,780 

学会本部よりの 補助 250,000 

要旨 集 売上げ 10,000 

利 子 1,168 

( 支 FH) 支出合計 2,163,189 円 

事 務 7,030 円 複写・印刷・ 写真 93,960 円 

郵便・電話・ 交通 41,820 アシスタントバイト 代 (27 人 )  574,100 
コソピュータ 一関係 93,850 院生バイト 代 (9 人 ) 180,000 

会場使用料   566,200 関係者弁当代 81,600 

会長設営 185,402 謝 金 55,400 
ポスターパネル 制ィ乍 78,070 準備委員会開催 (5/30) 50,000 

お茶・お菓子 136,007 懇親会補助 19,750 

( 残 金 コ 残金は学会員への 要旨郵送代金分として 学会へ返金。 265.759 円 
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第 20 回大会後記 

大会委員長 米 田 満 樹 

第 18 回の名古屋大会は ， 口頭発表をやめるという 過激な試みをし ，それは大会委員長の 大西夷 

脇 さんからの私信によると「発表数がふえて 普通の学会なみになってしま 5 状況に対して 問題提 

起をする」試みだったということです。 第 19 回の筑波大会に 続いて大会をひき 受けた私どもの 研 

究室は ， 初めの 内 こそ， 「大会のあ り方」についての 沸騰した議論をしましたが ，私個人は新 ら 

しい冒険に踏みこむ 勇気がなく，大西さんの 間 提 提起は脇において ，甚だ安易ながら ， 口演とポ 

スタ一の二木立・ 2 会場， 15 分口演・ 3 日間・ジンポシ クム なしの，つまり 前回の筑波の 方式を 

まねることにしました。 2 月末に締切った 講演申し込みが ，口頭・ポスター 併せて 120 題 と，例 

年ょ り 少なく，これで 3 時間が浮く計算して 急切シソポ シゥム の企画にかかり ， これで名古屋大 

会 以前のようなスタイルの 大会になりました。 

第 19 回の筑波大会を 経験された岡田盤古さんからの 数々のアドバイスが 大層役に立ちましたが ， 

予期せなこともあ りました。 lm 枚を越えるスライドを 用意する方が 複数おられたことで ，そのよ 

うな場合の対応など 私達は考えていなかったため ，一部の方々には 10 枚に立で無理に 削って頂い 

た一方で，私達が 気づかぬまま 20 枚近いスライドをすべて 使われた方もあ るという不公平な 対応 

なしてしまいました。 スライド枚数制限の 当否を見なおすべきかも 知れません。 

2 月末の参加申込数から 推定した当日参加数の 予想は第 1 口目にクリアされ「興行」を 企画し 

た私達には嬉しい 悲鳴でした。 会員でない参加者のために 留保した要旨集の 予備がすぐなくなり   

あ との方々には 当夜急いで作ったゼロックスコピ 一で代用して 頂く始末になりました。 懇親会の 

方も満員打ち 止めを出す事態でした。 これらのこと 併せてお詫びいたします。 当日参加の見通し 

が立たないのは 会計担当にとって 不安なことで ，諸支出を少しでも 押さえこみたくなるのが 主催 

者 側の心ぼとご 理解ください。 

大会を主催してみて 初めて，過去 19 回のそれぞれを 担当された先人の 努力と情熱のあ とがわか 

りました。 発生生物学会のもっ 独特の魅力と 活力，それらが 主催 堵 たちの情熱をかぎ 立てるのだ 

と ，今思います。 

大 会 所 感 

私は，今年初めてこの 学会に参加したので ，本学会を昔と 比べて云々といった 話は他の方に 任 

せるとして，発生生物学会第 20 合大会に出て 思ったことを 一つだ け 書きたいとおもう。 

本学会は，発生について 個体から遺伝子まで ， 立た那成熟から 分化まで，いろいろな 研究が集 

立っている，従って 多くの方は， 自分の関心に 従って， 2 つの会場を行き 来して演題を 聞かれた 

のではないかと 思 5 。 私も，その様にして 聞いていた一人であ るが，そのような 時に，今回行わ 

れたパソコソを 用いた正確な 時間管理は，非常に 便利であ った。 つまり，私の 属している他の 学 

余 では，複数の 会場を聞こ 5 としても， ( 口頭発表の場合 ), 会場によって 進行速度が違うため ， 
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目的の会場に 入ったときには 既に口演が始まっていたり ，まだ 2 つぐらい前の 演題が行われてい 

たりして，届けように 口演を聞いてまわれず 腹 立たしい思いをすることが 多い。 それに対して ， 

今回のよ 5 に時間が正確であ ると，会場を 移動しても も だがなくて非常によかった。 ただ，パソ 

コンを用いた 運営とい 5 のが初めての 試みであ ったせいか，演者がまだ 不慣れでどうしても 口演 

時間が長くなり ，討論が充分になされないまま 蛍の光が流れてしまうという 傾向があ ったよ 5 な 

気がする。 これでは，活発な 議論が売りもの ( だと私は聞いているが ) 本学会の魅力が 半減して 

いるのではないかと 思 5 。 しかし， この様な欠点は ，発表時間を 長くするとか ， またはこの運営 

方法を前々からよく 宣伝するなどして 演者に時間厳守の 意識を持ってもらい ， 口演を時間以内に 

終らせるようにすること ，などにより 解決されると 思われる。 

いずれにせよ ，今回のように 時間が正確であ るとい 5 ことは歓迎すべきことなので ，単に今回 

限りの運営に 終ることなく ，来年も改良しておこたわれて 欲しいと 思 けしまた他の 学会におい 

ても，特に演題数の 多い学会においては ，この様な運営は 取り入れられて 欲しいと 思け 。 

  

佐 々 木 洋 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

学会の発展に 向けて 

会 長 安 堵 郁 夫 

今年の日本発生生物学会大会で 開催されました 総会で，会費に 関する本学会規則の 改訂が承認 

されました。 まことに 心 ぐるしい学会費値上げの 提案でしたが ，総会で承認して 下さいましたこ 

とを心から感謝しております。 同時に， このたびの会費値上げは ，会員皆様への 学会からのサー 

ビス向上を伴 う ものではないことが ， まことに残俳です。 

会費を値上げしなければならなかった 主要な，むしろただ 一つの理由は ，この約 2 年間におこ 

った は げ しい為替レートの 変動です。 御存知のように ， 本学会が刊行しております "Develop 一 

ment, Growth an,d Differentiation" (DGD) の海外頒布はアカデ ，ッ クプレスの手によって 

おこなわれるようになり ，順調に増加しています。 2 年前の決算では 本学会の総収入の 約 30% は 

nGD の売上げに よ る収入で，販売部数の 増加した現在，為替レートが 2 年前と同一であ るとす 

れば，その収入は 全収入の 40% 以上をしめ，学会の 財政は安定していたはずでした。 しかし， 40 

老 ものドル安の ， DGD 頒布収入はその 頒布量は増加したものの ，総収入の約 0l-y/ 程度に低下し 

てしまいました。 先年度は，事務局経費の 節約，サーキ ， ラ 一の広告獲得，新しい 賛助会員の入 

会など，多くの 会員の皆様，庶務幹事，会計幹事の 努力で赤字決算という 事態は避けることがで 

きましたし，今年度予算として ，実質上は赤字予算ですが ，学会の運営にはさしつかえない 予算 

案を総会に提出できました。 しかし， もし今年度に 会費値上げが 承認されなければ ，来年度の予 

算を組むことはきわめて 困難な状態でした。 

この財政危機を 打開するためには ，消極的に会費の 値上げを考えるだげにとどまらず ， よ り積 

極的方策が必要であ ると考えます。 第一には， より多くの発生生物学に 興味をおもちの 研究者の 

入会をお願いできるよ う にしたいと ぽ 、 っています。 今回，若い大学院生の 皆様の入会を 阻害しな 
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いよう，学生会費を ，本学会としてほ 初めて設定いたしました。 しかし，一般会員の 会費値上げ 

は当然会員増を 困難にすることであ ります。 したがって，本学会に 多くの方々の 参加が期待でき 

るよ 5, より一層魅力のあ る学会になるよ う にしたいと考えています。 

又 ，この度の財政危機は ， DGD の売上げ収入の 円高による減少が 主要因であ りますから， D 

GD の売上げ増で 補填するべく 努力しなければならないと 考えています。 もちろん DGD の売上 

げ増加を直接努力することにほ ，学会として 当然限度があ ります。 したがって， DGD 販売促進 

の基礎となる DGD の質的向上をとれる 事務的な措置を 考えています。 DRD の質的向上 は，編 

案主幹，幹事，委員の 皆様，会員の 皆様の努力に 期待しなければなりませんが ，事務局および D 

GD 編集局として 出来ますことは DGD への投稿が容易になるよ 5, 投稿なさる方々の 負担をへ 

らし，印刷までの 時間を短くすることであ ろうと考えます。 このため 30 号から超過 頁 代を廃止し 

ます。 そして DGD 論文の収容力を 増加させるため A4 版に改訂することを 検討中です。 

今後，可能な 限り日本発生生物学会の 発展が期待できる 方策を講じたいと 考えております。 今 

後ともよろしくお 願いいたします。 

維 『 手実 キ歩 

  

新事務局幹事長 束 中 川 徹 

( 三菱化成生命科学研究所，発生生物学研究部 ) 

7 月 ょ 9 本学会事務局が 早稲田大学教育学部生物学教室から 三菱化成生命科学研究所発生生物 

学 研究部に移ることになり 立した。 学会の財政を 主な事情として 事務局は東京近辺にあ る必要が 

あ り，私共のところが 果して適任であ るかに疑義をもちつつもひとつの 順番としてお 引受けした 

次第です。 と申しますのは ，事務局が単に 学会の事務的お 世話をするばかりでなく ， 成茂 寄付金 

の 配分，山田科学振興財団ほかの 助成金への学会推薦の 決定においても 意見を申しのべる 役割を 

持っているからです。 それと前事務局が 真向からその 影響を受けた 円高状況による 学会の財政信 

機を何とか切り 抜ける秘策を 持たぬことも 不安のひとっです。 今回の会費値上げはその 一策でし 

たが，その他会員数の 増加， DGD の売上げ促進，賛助会員，広告主の 増加すでに従来なされて 

来た努力を持続する 必要を感じています。 これらはすべて 会員各位の積極的な 御協力なしには 到 

底 果 たせるものではあ りません。 この critical な 時期を乗り切って 本学会を守り 育ててゆくため ， 

会員各位の御協力と 事務局に対する 御職 燵 をお願い申しあ げます。 

庶務幹事，会計幹事にはそれぞれ 当 研究部の北村邦夫，加藤山宇子に 引受けていただくことに 

いたしました。 併せてよろしくお 願いいたします。 

安増 郁夫幹事長はじめ ，早稲田大学の 前事務局の方々， 2 年間本当に御苦労様でした。 

事務局より 

学生会員の登録受付 

昭和 63 年度ょり，会員区分が 変更になり， 斬 らたに学生会員が 設げられます。 ( 総会報告 及 ， 
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新会則参照 ) つきましては ，現在学生であ って f6.M 年度も引き続き 学生であ る見込の 者は 下記の要 

  

領 で手続きをして 下さい。 現在学生ではないが f63 年度には学生であ る見込の者は 学生 証 が手に入 

り 次第手続きして 下さい。 

記 ， 口 

イ ．資 格 

  当該年度の一部分の 期間学生であ っても， その年度は学生と 認める。 ( 本学会の年度は 1 月 

1 日より 12 月 31 日進 ) 

( 例 )  三月に卒業する 学生もその年度中は 学生とする。 

，学生とは，学部学生，大学院生， 及 大学，研究所等で 学生誕あ るいはそれに 準ずる証明書を 

有する学生，研究生等を 含む。 

p. 登録手続 

住所，所属，氏名を 明記し，学生 証の コピー ( 有効期間が記入している 部分も含めて ) を添付 

して， 「日本発生生物学会学生会員登録申請」と 表記し，封筒に 入れて， 日本学会事務 セソタコ 

日本発生生物学会 係 ，〒 113 東京都文京区弥生 2-4-16  学会センタービル 内 ， 宛 郵送して下さい。 

ハ ．その他 

通常会員として ，会費を納入した 後は，差額分は 返金致しません。 

編集局よ り 

DGD 編集業務についての 説明 

1, 寄稿論文仁は 主幹が受領書を 出す。 

2, 主幹から Reviewer(S) に原稿コピーを 送り意見を聞く。 

3. Reviewer(S) の意見を参考にして 主幹が採否を 決め，著者へ 通知する。 

ただし，著者へ 改稿が求められることがあ る。 

4. 採択が決った 原稿については ，前記「 DGD 編集についてのお 知らせ」の 7 にあ るよ 5 に， 

主幹が必要と 認めた場合，英文校閲に 回すが，原則として 著者に諒承は 求めない。 著者は校正 

時に再び改めることは 可能であ る。 

5. 採択された論文は 幹事へ回され ，幹事は主幹と 打合せしながら 原則として採択 順 に各号への 

掲載分を決める。 

6. 幹事は印刷可能なよ う に原稿を整理し ， 図 。 表の縮小率などを 決めるが，印刷体裁上などの 

事で，著者への 問い合せは原則として 幹事が当 る 。 なお， カラ一印刷については 別代金となる 

ので，別途著者へ 連絡する。 

7.  ゲラは校正のため 著者に送られるが ，その前に印刷会社では ， ゲラ刷を社内校正するととも 

に ，幹事に送り ，幹事も校正に 当 る 。 但し，印刷の 進行状態によっては ，幹事校正と 著者校正 

が同時になる 場合もあ る。 
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8. 著者は校正清 め ゲラを主幹へ 送る。 主幹の チ，ック を受けたゲラは 幹事へ送られ ， 再 チェッ 

ク後印刷会社へ 渡される。 再校以降は原則として 幹事において 行う。 

9.  また著者はゲラと 同時に送られてくる 別刷の注文書 C 「 eprint order form) と 支払方法通知 

書 をできるだけ 早く印刷会社へ 送る。 

10 ．印刷会社で 雑誌が完成し ，学会事務 セ ソタ 一 からの名簿に 基づいて会員へ 郵送される。 

  

  

DG ロ 編集についてのお 知らせ 

一一投稿規定 (Notice to Autho めが少し変わります 

編集主幹 米 田 満 樹 

編集幹事 加 藤 憲 一 

今年になって 29 巻 1.2.3 号が出版され ， 4 号がまもなくお 手許に届きます。 併せて 39 篇の論 

文 C$ ち ，ニレビ， 一 3 篇 ) が掲載されることになります。 

第 20 回大会の研究発表の 要旨は 4 号にでます。 会員の方々； 、 らは沢山の投稿をいただいていま 

すが， DGD のサイズを大型化 CA4 版 ) にしたいとい 5 ご意見が多く ょ せられているので ，そ 

れを実現するには ，さらに，論文が 必要です。 会員の方々には ， よ い論文を多数 おょせ 下さる ょ 

ぅ お願いいたします。 

なお投稿規定の 一部を改訂しました。 

㈹ 印刷ぺージ制限を 12 ぺ ー ジまでにふやす 

(2) 文献リストのスタイルを 変える 

㈹ 英文校閲を有料化する。 

新規定は 8 月にでる本誌 4 号に掲載しますので ，以後の投稿は ，それに従ってください。 なお 

従来通りの規定も 含め ， 特に注意して 頂きたいのは 次のとおりです。 

1)  オリジナルとコピー 2 部合計 3 セット ( テキスト・ ヌ ・ 表 ・図の説明 ) を主幹 死 に送ってく 

ださい。 ( 従来どおり ) 

2)  テキストの 第 1 ぺ ー ジ な タイトルページとします。 論文題目。 5 つまでのキーワード ( カッ 

コの 内に ) . 著者とそのアドレス・テキストの 枚数 ( 文献りストも 含む ) . 図 と表の枚数・ ラソ 

ニソ グタイトル C40 字以内 ) の 他 ，連絡先のアドレス ( 日本語で ) を電話番号をかきこんでく 

ださい。 著者が複数の 場合， どなた へ 連絡するかを 明記してください。 

3)  アブストラクト・ 本文・文献りストをこの 順に連続してぺ ー ジを し 、 れてください。 ァ ブスト 

ラクト は 200 話以内です。 ( 従来どおり ) 

4)  図 ( 線画と写真 ) はできればテキストと 同じ A4 の台紙 ( あ まりあ つくないものが 好都合 ) 

に て ウソ ト してください。 郵便の途中で 折れる心配があ る場合は台紙とは 別の厚紙ではさんで 

ください。 コピー (2 部 ) は直読のため 使うので線画の 場合はゼロックスコピ 一でかまいませ 

んが，写真は 必ずオリジナルに 使うものと同質のものにしてください。 図についてはこの 他に 
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も 細かい指定があ ります。 本誌の ( 英文の ) 投稿規定を必ずお 読みください。 

5) 文献リストのスタイルを 変えます。 これまでは本文中で 引用される順で ナソバりソバ して 頂 

ぎましたが， これからは文献を 著書名のアルファベ " ト 順に並べてナンバリンバしてください。 

更に， これからは，個々の 文献のタイトルもリストに 含めてください ( これが一番大きい 変更 

です ) 。 文献の記載の 仕方については ， DGD Vol.2g N04 の "Notlce to Author" の例に従 

ってください。 

6) 論文を受理してから 1 か 月以内に，採択 か 返却かの返事を 出せる よう に努力しますが ， 5 週 

間を超えても 査読 がすまないとぎは 主幹ょり著者 宛 そのむね通知します。 なを編集主幹へ 送ら 

れてきた原稿の 採否が決まり 刊行されるまでの 経過については ，別記「 DGD 編集業務にっ ぃ 

てを参照ください。 

7)  採択された原稿についての 英文手直しが 必要と主幹が 判断したときほコピーを 英文校閲にま 

わします。 校閲費用はこれから 以後投稿者に 負担して頂くことになりましたから 予めご承知 お 

きください。 

8) 訂正ずみの校正刷りは                                                                   編集主幹 へ， 

別刷りの注文書・ 支払方法・通知書は                         印刷所 へ， 

別々にお送りください。 ( とぎどき送り 先をまちがえる 方があ ります カ 

原稿 ( 図や写真を含めて ) は特別のことがなければ 返送の必要はあ りません。 

9) 28 巻 3 号以来， ，ニレビ， 一 を掲載しています。 これまでは編集委員会が ，依頼して書いて 

頂いているものですが ， これからは広く 投稿者をつのります。 その場合は執筆される 前に編集 

委員のだれかにご 相談ください。 

10) 発生生物学会会員が 大会で発言する 内容のアブストラクトは 査 読の手続きなしにすべて 原文 

のまま掲載されます。 従って内容に 関して DGD 編集委員会が 責任を負 5 ものではあ りません。 

( サーキュラ ー №， 35 参照 ) 

原稿の送り先および 採択 / 英文校閲までの 連絡先     

編集主幹 米田満 樹 〒 606  京都市左京区北自 川 京都大学理学部動物学教室 

T  E  L  (075)  75L2l11  内線 4082 

採択後印刷出版までの 段階での連絡先     

編集幹事 加藤憲一 〒 543 大阪市天王寺区南河 堀町 大阪教育大学生物学教室 

T  E  L  (06)  77L8131  内線 251 

印刷会社 大学印刷株式会社 〒 730  広島市中区十日町㌻ 3 Ⅰ 3 
  
TEL@ (0822)@ 31-4231 

お知 ら せ 

国際シンポジウムのお 知らせ 

天皇陛下御在位 60 年を記念して ，わが国において 設立されました T 国際生物学賞 ] は本年をも 
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って第 3 回を迎えます。 本年度の受賞の 対象は「発生生物学」であ ります。 この受賞を記念して ， 

受賞者の出席を 得て対象分野についての 国際シソポジウムを 開催するならわしとなっており ，本 

年度は当岡崎市基礎生物学研究所において ，， n1 月 27 日， 28 日の 2 日に実施すべく 計画をしており 

ます。 

準備できる会場の 関係もあ り，およそ 100 名程度のサイズの 集会とする予定であ ります。 従 っ 

て，一般的に 公開できないのは 残俳であ りますが， 日本発生生物学会会員の 方々には是非，参加 

頂きたいと考え ， ご案内する次第です。 

期日 : 1987 年 11 月 27 日 ( 金 ),  28 日 C 土 ) 

場所 : E,l 崎市 明大寺町 

岡崎国立共同研究機構 基礎生物学研究所 

主題 :Regulation Mechanism of Developmental Process 

プロバラム : 未定であ りますが，国際生物学賞受賞者を 含め 20 名程度 ( 外人 10 名 ) のスピーカー 

を招待します。 招待外国人としては ， 1gor B. David (NIH, US), Brigid Hogan (London, 

UK), Laurinda Jaffe (Formington, US), Lauri Saxen (Helsinki, Finland) 他を予定し 

  

ています。 

参加をご希望の 方は，恐縮ですが 9 月 10 日までに下記へお 申込み下さい。 その後，プロバラム ， 

御案内をお送りします。 但し，会場の 収容数の限度があ り，多数のお 申込みのあ った場合は ，実 

際に参加頂く 方は当方にてセレクトさせて 頂くこともあ ります。 この点，残俳ですが 予めご諒承 

下さい。 

申込み 先 : 〒 444  岡崎市明大寺町 

基礎生物学研究所 

長 沼 嘉 幸 

( シソポジウム 幹事 ) 

基礎生物学研究所 

岡 田 節 人 

( シンポジウム 主催者 ) 

日本宇宙生物科学会第一回大会 協賛のお願い 

日本宇宙生物科学会世話人 佐藤 温重 ，高橋 景 Ⅰ山田晃腔 

宇宙と生物科学の 接点に関連する 広い分野の研究を 振興するために ， 日本宇宙生物科学会の 設 

立と第一回大会の 開催を準備しております。 現代生物科学の 展開の上に宇宙はいかなる 契機を与 

えるか，また 新時代を迎えた 宇宙開発において 生物科学が獲得すべき 知識は何かという 主題のも 

とに第一回大会を 組織しております。 宇宙生物科学とこれに 関連する分野は ，重力や放射線など 
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が ，生物の生理機能，発生，分化，遺伝，進化などに 与える影響に 関する基礎生物学的研究をは 

じめ，圏外生物学，バローバル な 地球生命 圏 研究，宇宙医学の 基礎分野，生命維持系や 宇宙植民 

のための農学，有人宇宙活動や 宇宙実験にかかわる 宇宙システム 工学，宇宙生命工学の 展開を支 

える基礎科学など 多岐にわたります。 一つの学術分野として 宇宙生物科学を 確立するためには ， 

これら関連分野についてそれぞれの 学会と連係した 活動を本学会が 担 う 必要があ ると思われます。 

つきましては ，当会設立の 趣旨に 御 賛意くださり ，第一回大会の 開催に対して 貴 学会の協賛を 

頂ければ幸いです。 

抑山 --- 口   

日本宇宙生物科学会第一回大会 

討論主題 宇宙生物科学の 未来 

開催要領 日 時 第一回大会 1987 年 9  月 9  日 ( 水 )  9:30 ～ 17:30 

10 日 ( 木 )  9:30@  18:00 

懇 親 会 9 月 9 日 18:00 ト 

場 所 東京大学山上会館 ( 本郷キャンパス ) 

参加登録 料 3,000 円 ( 学生 1,000 円 )  懇親会費 3.000 円 

日本宇宙生物科学会 設立趣意書 ( 案 ) 

  

日本宇宙生物科学会設立準備委員会 

生命がこの地球上に 生まれて約 35 億年という長い 歳月の中に，生物は 次第に進化し ， 様々な種 

に分れ，またあ るものは滅亡してきた。 現存する動物や 植物，菌類など 様々な生物は ， 長い間地 

球 上の環境の中でその 生命を連続させ ，各々の種を 維持してきた。 近年，地球上の 重力や磁力， 

放射線， 光 ，空気の組成など 種々の環境要因が 生命の維持や 発生，生物個体や 群の行動など 生物 

の基本的な現象と 密接にかかわりあ っていることが 次第に明らかになりつつあ る。 生命の持つ 奥 

深さと美しさは ，その原理と 機構が科学的に 解明されていくにつれて ，益々深く認識されるよう 

になっている。 しかしその原理と 機構は，地球上での 実験のみでは 完全に理解することはできな 

い。 生物科学の視野を 広げ，宇宙環境における 生物の環境因子に 対する感受性と 適応，生活環の 

構成等を知ることは ，生命の基本原理の 解明にとって 重要であ り，基礎生物学の 発展に寄与する 

と 期待される。 

生物科学を宇宙に 普遍的な学問へと 導くことが，地球覚に 視野を広げることの 第一の意義であ 

る 。 宇宙的視野からの 生命像を作り 上げるためには ，生物の基本的性格が 惑星環境の下でどの 様 

に規定されたかを 知る必要があ り，これが宇宙生物科学の 重要な分野であ る。 更に地球覚生命の 

探査や地球覚文明との 交信，宇宙からの 地球生態系の 観測と解析， も大きな課題であ る。 

人類社会の宇宙空間への 拡大 生物進化の当然の 帰結ともいえる。 地球に限られた 世界から宇 

宙への飛躍は ，人間の知識の 営為から生まれた。 宇宙における 実験研究や技術開発に 於 いて有人 
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宇宙活動の必要性は 益々高まっている。 それ E 伴って，人間が 宇宙でいかにその 環境に適応し ， 

安全に健康に 能率よく生活することができるかとい 5 基本的な問題の 解決が要求されている。 宇 

宙医学は，宇宙とい 5 特殊環境下で 現れる生理現象を 明らか 仁 することから 始まる。 人間の生理 

機能と，病的な 変化およびその 治療や予防を 対象とする医学であ るが，基礎的な 生命現象の解明 

という点に 拾 いて生物科学とも 重なりが多い。 

宇宙における 生活環境の合成という 課題の下に組織された 宇宙農学は，所与の 自然環境を前提 

とする従来の 農学に比較して ，新しい学術分野であ る。 先進的な生命維持技術であ る CELSS 

( 閉鎖生態系による 生命維持 糸 ) にみられるよ 5 に，生物学的要素を 組入れた宇宙システム 構築 

は ，有人宇宙活動の 新展開にとって 前提を成すものであ り宇宙工学の 新領域でもあ る。 

宇宙生物科学の 学問的興味とその 背景は，この 様に多岐に 亘 るが，それらは 相互に密接に 関連 

し互に他の進歩を 促進している。 宇宙的視野に 立つ生物科学の 確立と，集積した 諸知識の体系化 

による新しい 学問分野への 発展の機運は 動きつつあ り，また時代の 要請ともなっている。 宇宙実 

験の機会は増大しているとは 言えまだ少なく ，多くの制約があ る。 宇宙基地計画のような 宇宙実 

験室の長期の 運用や，そこに 至る前段的な 研究の推進などに 於 いて，研究計画の 策定に対して 体 

系 的な取り組みが 要求されている。 計画の立案とその 評価のための 科学者の組織とそれに 基く 活 
  

動が重要であ る。 

日本宇宙生物科学会は 以上のような 要請に応えるべく ，宇宙生物科学及びそれに 関連する分野 

の学術研究を 振興すると共に ，会員相互及び 国際的な連絡を 計ることを目的として 設立される。 

学術集会の定期的な 開催や研究結果の 刊行等の活動を 通じて， この目的を達成しょうとするもの 

であ る。 

  
理化学研究所 科学講演会 

趣 意 書 

労研究所は理化学に 関する本邦唯一の 総合研究所として 創立されて以来，多くの 研究業績を上 

げ 目木の物理・ 工学・化学・ 生物等の広い 分野にわたり 研究を実施しております。 

また，最近ライフサイェンス・ 新材料の分野について 国際フロンテイア 研究システムをスター 

ト させるなど常に 先端的な未知の 新領域を切り 妬 いて，先導的役割を 果たしております。 

こうした伝統あ る 当 研究所のこれまでの 研究成果，今後の 科学技術の在り 方等について ，研究 

の第一線で活躍している 現役の科学者による 講演を実施して ， 日進月歩の現代科学技術を 展望す 

るとともに 当 研究所と一般社会との 連携を一層深めるために 昨年と同様に 科学講演会を 開催す 

る 。 
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昭和 62 年 6 月 

第 10 回 科学講演会ご 案内 

一一先端科学技術を 求めて一一 

理化学研究所 

時下ますますご 清栄のこととお 喜び申し上げます。 

このたび， 当 研究所は下記のとおり 科学講演会を 開催いたしますので ， 御 誘い合わせの 上 ご来 

聴賜 わりたくご案内申し 上げます。 

記 

日 時     昭和 62 年 10 月 27 日 ( 火 J  12:50 開場 17:00 間ム ム 

場 所 : 名古屋駅双毎日ビル 9 階国際サロン TEL (052) 581 毬 600 

愛知県名古屋市中村区 名駅 4-7-35 0 毎日ビル ) 

CJ R . 名古屋駅下車徒歩 1 分 ) 

主 催 : 理化学研究所 援 後 科学技術庁，愛知県，名古屋市，名古屋商工会議所 

㈲中部科学技術センタ 一 

協 賛     関連 学 ・協会 

入 場 : 無 料 

プロ グラ ム 

1.  13:10 司 会 理 事 佐 田 

2.  13 「 20 ～ 13 「 30 開会挨拶 理事長 宮 島 

3.  13 「 30 ～ 14      30 ファインセラミックスの 成形と力 n 工 

変形工学研究室主任研究員 

工学博士 中 川 

4.@ 14:30-15:30 レーザ一の新しい 応用を求めて 

マイク 戸 被物理研究室主任研究員 

理学博士 粕 谷 

5.  15 「 30 り 15      50 コーヒーブレイク 

6. 15:50-16:50 癌細胞は周囲と 何を話し合っているか 

真核生物研究室主任研究員 

医学博士 坂 倉 

7. 16:50-17:00 閉会の挨拶 副理事長 加 藤 
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1.  ファインセラミ " クス の成形と加工 (13:30 ～ 14:30) 

変形工学研究室主任研究員 

工学博士 中 川 威 雄 

次世代の構造用機械材料として 期待を集めているファイソセラ「 ックス は ， 極めて硬質であ り 

典型的な難加工材料であ る。 

そのため，加工には 長時間を要しこれが 加工コストの 上昇を招くためその 普及の妨げとなっ 

ていた。 しかし，高強度ダイヤモンド 砥石と強力な 切削用 NC 工作機械を使用することにより ， 

従来の約 10 倍の高能率で 加工できる道が 開かれ，事態は 大幅に改善されつつあ る。 また，ファイ 

ンセ ラ 「 " クス は粉末原料より 成形・焼結工程を 経て製造されるが ，成形工程にも 射出成形 法が 

登場し，複雑形状。 成形体が比較的容易に 製造できるよ 5 になった。 

講演では 本 請浦者らがこれまでに 行ってきた以下の 研究開発結果を 含めて紹介する。 

㈲ 鋳鉄ファイバーボ ソ ドダイヤモ ソド 砥石 

(2) マシニソバセソタ ，ターニ ソグセソタ による 高 能率 3 次元研削 

(3) 放電加工によるメタルボ ソ ドダイヤモ ソド 砥石のトルーイソ グと ドレッシ ソグ 

(4) 永 バイソ ダ によるセラミック 粉末の鍛 圧 成形，凍結射出成形 

(5) 通気性型による スリ " プキャスティノ グ 

2.  レーザ一の新しい 応用をもとめて (14:30 ～ 15:30) 

マイクロ波物理研究室主任研究員 

理学博士 粕 谷 敏 宏 

レーザーは高いスペクトル 純度と指向性， 短 パルス特性をもっており ，この光を物質と 相互 作 

用させると，エネルギー ，空間・時間のいずれの 領域においても 分解能の高い 情報を高感度でと 

り 出すことができる。 レーザ一の出現によってこの 四半世紀に ， 多くの優れた 科学計測手段が   

まれたのはこのためであ った。 

レーザー照射はまたこの 三つのディメンジ ， ソで ，充分に「局所化」されたインパルスを 対象 

に与える手段でもあ り ぅる 。 したがって，高速で 微細な構造をもつ 現象 や ，非接触 非侵襲が 要求 

される困難な 特殊条件下の 対象であ っても，レーザ 一に よ る in situ ( あ るがまま ) の評価法 や ， 

精細で効率的な 光加工法が可能となる。 各種の制御技術や 高速データ処理をこれにくみこめば ， 

レーザーをもちいたプローブ ( 計測・評価 ) とプロセシンバ ( 加工・制御 ) には，工学分野にも 

一層広範囲な 応用が期待される。 生命工学におけるレーザー 利用などは，こうした 第二世代のレ 

ーザ一応用の 傾向を示すものと 云えるだろう。 

この様な視点から ，理研で最近試みられた 二 ，三の研究を 紹介し，あ わせて 斬 らしいレーザ 一 

応用の可能性を 考えること忙したい。 
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3. 癌細胞は周囲と 何を話し合っているか C15:50 ～ 16:50) 

真核生物研究室主任研究員 

医学博士 坂 倉 照 好 

癌は通常，成人病であ る。 その多くは 50 歳， 60 歳， 70 になって臨床的にみつかってくる。 ，しか 

し，実際に体の 中で細胞が癌化するのは ， もっと若い時期と 考えられている。 例えば，原爆被曝 

者にいろいろな 痛が多発しているが ，それは被曝後何十年もたってからであ るし，発癌刺激で 動 

物に癌を作るにも 長い潜伏期を 要する。 その間，癌細胞は 体の中で，一体何をしているのだ る ら 

か。 いろいろなことが 考えられる。 最初に 1 個の細胞が癌化し ，それが臨床的な 癌 組織として 増 

殖 するまでには ，何段階かの ステ " プが 必要であ るかもしれない。 あ るいはこの潜伏期は ，全身 

局所における 生体監視機構の 破綻に要する 期間かも知れない。 

最初一個の細胞が 癌化するとき ，それが増殖して 癌腫瘤を作ると ぎ ， さらに周囲へ 浸潤し 遠 

隔 組織へ転移するとき ，周囲の間 質 はそれに無関係ではあ り得ない。 両組織の間にほいろいろな 

相互作用が存在している。 臨床的な癌腫瘤形成に 至る長 い 潜在期間に， どの ょ 5 な話し合いがな 

されているの で ろ 5 か 。 細胞増殖作用をもっ 新しい物質テ キイ ン ン を中心に考えてみたい。 

連絡先 理化学研究所開発調査室 

T  E  L  0484-62-1111  内線 2302@  2304 

助成金等 

1. 成 淡海外出張旅費援助者 ( 第 5 回前期 ) 決定応募総数 5 名でしたが， い づれも甲乙 つ げ難く ， 

全員仁一律 10 万円 づっ 贈呈した。 

佐藤 矩 付 床 大 ・ 理 ・動物 ゥ " ズ ホール 

岩尾康宏 山口大・ 理 ・生物 ゴード ソ コソファレンス 

灰野 相 都立大・ 理 ・生物   

日野 品 他 名犬・ 理 ・生物   

吉 岐 純夫 岐阜 大 ・教養・生物   

2. 成 浅海外出張旅費援助者募集 

第 5 回後期分として 1 名を募集します。 

援助金額 25 万円 

応募締切 昭和 62 年 11 月末日 

申請用紙送付 先 事務局 〒 194  町田市南大谷 nl 

三菱化成生命科学研究所発生生物部 

申請用紙は上記事務局に 御 請求下さい。 

3.  昭和 63 年度山田科学振興財団研究援助候補推薦 

山田財団から 下記の要領が 届きました。 応募者は事務局へ 推薦用紙の請求をして 下さい。 
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1) 推薦用紙送付 :62 年 9 月 

  

2)  申請期限 :63 年 1 月 20 日 

3)  申請箇所 : 事務局 ( 三菱生命 研 ) 

昭和 63 年度 山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

援 助 の 趣 旨 

本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 個人又はバループ 

に 対し援助します。 

援助の件数及び 期間 選考結果の通知 昭和 63 年 7 月末造 に 推薦者 

イ ．件 数 及び代表研究者等にあ てて通知します。 

1 件 1 千万円以内の 援助を 10 枠内覚 援助金の贈呈 選考結果の通知後 2 分割して 

。 ．期 間 1 年を原則とします。 支給します。 

推薦方法 推薦 書 送付先及び連絡先 

ィ ．推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会 財団法人 山田科学振興財団 

0 代表者 (Yamada Science Foundation) 

". 推薦件数 1 推薦者ごとに A 件 以内 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

ハ ．推薦手続 推薦者は，以下の 書類を整 電話 大阪 (06)  757 局 3311  W 代表 ) 

え， ご 送付 願 います。 研究の成果又は 会計の報告 

1. 所定の推薦 書 用紙又はその 写しに 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ， 

必要事項を記入したもの 5 部 研究経過，研究成果又は 会計について 報 

2. 添付書類 ( ぺージ・ 研 -5  参照 ) 吉書の提出又は 発表を求めます。 

記載上の注意 付 

イ ． 黒 イソ ク で明瞭に記入して 下さい。 ィ ．援助金の使途を 変更する場合には ，予め 

口 ．紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 本 財団の承諾を 得て下さい。 

で 迫加して下さい。 ". 援助金から支出することのできない 経費 

ハ ．推薦 書 第 1 頁欄外の脚注には 記入しな は ，文部省科学研究費の 場に準じます。 

いで下さい。 たとえば海外旅費は 支出出来ません。 

二 ．代表研究者は 所属する大学 ( 部等 ) . 研 ハ ．研究成果を 文書によって 発表される際に 

究 機関等の長から 本 援助の申込をする ほ ， 本 財団 ( 財団法人 山田科学振興財 

ことについての 承諾を得て下さい。 団， Yamada Science Foundation) の 

推薦締切期日 本財団へ推薦 書 が到着する 援助に よ る旨を記載し ， 韻 文の類いにあ 

締切期日は昭和 63 年 3 月 31 日 ( 木 ) で ってはその別刷 2 部，また著書の 類いに 

す 。 あ ってはその 1 部をご寄贈願います。 選考方法 選考委員会において 選考の 乙 ソ ニ ． ご 提出いただぎました 推薦書及び添付 書 

え ，理事会が決定します。 類は ，お 返しいたしません。 

研究者各位 へ 

推薦者の項に 対応する 学 ( 協 ) 会は次 記 のとおりです。 学 ( 協 ) 会にょり募集方法等が 異なりま 

すから，代表研究者は 応募の際， 各学 ( 協 ) 会にお問い合せ 願います。 

日本天文学会 日本地球電気磁気学会 日本薬学会 日本動物学会 日本植物学会 
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日本物理学会 日本化学会 

応用物理学会 高分子学会 

日本生化学会 日本細胞生物学会 日本免疫学会 

日本生理学会 日本生物物理学会 電子通信学会 

日本分析化学会 日本遺伝学会 日本発生生物学会 日本金属学会 

日本農芸化学会 日本分子生物学会 日本植物生理学会 

昭和 62 年 4 月 

申込要領改訂のお 知らせ 

財団法人 山田科学振興財団 

理事長 大 宮 健 夫 

この度， 次記 のように，来日，派遣の 援助申込要領を 改訂いたしましたので ，よろしくご 査収 

の程お願い申しあ げます。 

記 

来日援助申込要領 l 部 

派遣援助申込要領 1 部 

援 助 名   募集開始   締 切 目 

来 
62 年 4 月 1 日 62 年 11 月 30 日 

(63 年 4 月 -64 年 3 月分 )   
長 期 間 派 遣 

62 年 4 月 1 日 62 年 11 月 30 日 
C63 年 4 月 -64 年 3 月分 ) 

出発 月 04 ヵ月前の 15 日が締切 目 

短期間派遣 ( 例 :62 年 10 月出発の場合 f62 年 6 月 15 日が締切 目 ) 

研究援助候補推薦要領及び 推薦用紙は 62 年 9 月頃 お届 げします。 

募集開始 62 年 9 月 締切同 63 年 3 月 31 日 

山田科学振興財団派遣援助申込要領 

援助の趣旨 

木 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 個人又はバループ   

を 国外に派遣し 学識を交換して ，学術の国際交流を 促し， 又 研究を共にして ，相互に研究の 学 

際的あ るいは国際的進展を 図る等のために ，次の イ ，及び p. の援助を行います。 

ィ ．高度の研究業績を 持つ研究者を ，講演， ". 高度の研究活動を 実施しつっあ る新進 班 

討論等を主目的として ，短期間 ( 通例 3 先考若干 名を ，協同研究への 直接参加を主 

力 月間以内 ) 派遣するための 渡航費の援 目白りとして ，長期間 て 通例 3 カ月～ 1 ヵ年 

助 間 ) 派遣するための 渡航費，滞在中の 国内 

旅費，滞在費等の 援助 
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援助金 い 。 

本年度の総額来日援助と 併せて 5,000 万円 ニ ．申込書 第 1 頁 欄外の脚注には 記入しな 

の 予定 いで下さい。 

申込手続 申込期限 

所定の用紙又はその 写しに必要事項を 記入 ィ ，短期間派遣 

し， 次の イ ． ". の各文書あ るいはそれら 出発予定 肩 より 4 カ月以前の月のⅠ R 日 

の 写しを添え，おのおの 3 部ずっにご送付 ( 例 : 10 月に出発予定のときは 6 月 15 日 

願います。 が締切り期日に 当たる ) 

イ ，短期間派遣にあ っては， 1. 集会の内容 p. 長期間派遣 

を 紹介する文書 例えば，集会のサーキ 昭和 62 年 11 月 30 日 ( 昭和 f63 年 4  月 1  日 - 

， ラ ー 及びプロバラム 等 2, 申込者の講 昭和 64 年 3 月 31 日に出発予定の 方 ) 

演 ・発表等の要旨 3. 派遣先と交わした 選考方法 

申込者又はこれに 伐 る人からの往復書信 選考委員によって 選考の 5 え ，理事会が決 

等の連絡書信 4. 研究指導又は 所属機関 定 します。 

長の推薦 書 選考結果の通知 

5, 申込者の研究報告のリスト 申込者にあ てて 通 矢口します 0 

ロ ．長期間派遣にあ っては， 1. 申込者の直 援助金の贈呈 

接 指導者又は所属機関長に よ る 木 申込 及 適時贈呈します。 

び本 研究に対する 評価又は推薦の 文書 申込書送付先及び 連絡先 

2, 派遣中の具体的な 研究計画書及びそれ 財団法人 山田科学振興財団 

を本人が英， 独 あ るいは仏訳したもの (Yamada Science Foundation) 

3. 受け入れ先の 発行した招へい 状及び 受 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

人 受諾を確証する 約定書 4. 派遣先と交 電話 大阪 (06)  757 局 3311  W 代表 ) 

わした申込者又はこれ E 伐 る人からの 往 付 

優書信等の連絡書信 5. 申込者の研究報 イ ．援助金の使途を 変更するときには ，予め 

告のリスト 木 財団の承諾を 得て下さい。 

記載上の注意 ". 申込者には，援助による 成果について 報 

イ，黒 インクで明瞭に 記入して下さい。 吉書の提出を 求めます。 

". 紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 ハ ．成果について 刊行する場合には ， 本 財団 

で 追加して下さい。 の 援助に よ る 旨 書き添え，その 別刷 2 部を 

ハ ・外国人名は ，フルネームを 活字体で書 % 分 け 下さい。 

き， 読みかたをフ リ ガナでお示し 下さ ニ ． ご 提出いただきました 申込書は，返却 い 

い 。 邦人名にはフリガナを 付けて下さ たしません。 

山田科学振興財団来日援助申込要領 

援助の趣旨 

本 財団は自然科学の 基礎的分野における 重要かっ独創的な 研究社従事する 在外の個人又はバル 

ープが来日し 学識を交換して ，学術の国際交流を 促し， 又 研究を共にして ，相互に研究の 学際 

的 あ るいは国際的進展を 図る等のために ，次の援助を 行います。 

高度の研究業績を 持つ研究者が ，講演，討論等を 主目的として ，短期間 ( 通例 3 カ月以内 ) 来 

日するための 援助。 
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補助金 - 昭和 64 年 3 月 31 日に来日予定の 方 ) 
イ ，本年度の総額派遣援助と 併せて 5,000  選考方法 

万円の予定 選考委員によって 選考の うえ ，理事会が決 

p. 渡航費，滞在中の 国内旅費，滞在費等 定 します 0 

申込手続 選考結果の通知 

イ ．所定の用紙又はその 写しに必要事項を 申込者にあ てて通知します。 

記入する。 援助金の贈呈 
p. 招 へい 状 ，推せん 書 ，連絡の往復書信 適次 贈呈します。 

来日者業績一覧表，その 他申込者におい 申込書送付先及び 連絡先 

て補足説明を 要すると判断される 場合 財団法人 山田科学振興財団 

は ，その説明書を 添付する。 (Yamada@ Science@ Foundation) 

ハ ． イ ． ". 共 おのおの 3 部ずつ ご 送付願い 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

ます。 電話 大阪 (06)  757 局 3311  W 代表 ) 
記載上の注意 

イ ． 黒 インクで明瞭に 記入して下さい。 
イ 寸 

". 紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 イ ．援助金の使途を 変更するときには ，予め 

で 追加して下さい。 本 財団の承諾を 得て下さい。 

ハ ．外国人名は ，フルネームを 活字体で書 ロ ．申込者及び 来日者には，援助に よ る成果 

き， 読みかたをフリガナで 示して下さい。 について報告書の 提出を求めます。 

邦人名にはフリガナを 付けて下さい。 ハ ．成果について 刊行する場合には ， 本 財団 

ニ ．申込書第 1 頁欄外の脚注には 記入しな の 援助に よ る言書き添え ，その別刷 2 部を 

いで下さい。 お分 け 下さい。 

申込期限 ニ， ご 提出いただきました 申込書は，返却 い 

昭和 62 年 11 月 30 日 ( 昭和 63 年 4  月 1  日 たしません。 

東レ研究助成 瓜 科学技術賞ほついて 

本年度より 当 学会は東レの 推薦母体となりました。 つきましては ，下記の要領が 届いておりま 

すので応募者は 事務局に用紙を 請求して下さい。 尚 ，科学技術賞候補者推薦に 関しては，自薦， 

他薦とも歓迎します。 

1)  申請期限 :62 年 9 月末 E@ 

2)  申請箇所 : 事務局 ( 三菱生命 研 ) 

第 28 回 ( 昭和 62 年度 )  東レ科学技術研究助成候補者推薦要領 

昭和 62 年 7 月 

    候補者の対象……… 貴学 協会性関する 分野で基礎的な 研究に従事しその 研究の成果が 科   

字技術の進歩，発展に 貢献するところが 大きいと考えられる 研究を活 

発に行っている 研究者，またはそのグループ。 

2. 研究助成金                   総額 1 億円前後， 1 件 1.000 万円程度としますが ，あ まりこの額にと 

らわれる必要はあ りません。 とくに重要と 認められる研究については 

一 18 一 



  

3,000 万円程度でも 助成を考慮します。 

3. 候補者推薦件数                   1 字 協会から 2 件以内 

4. 推 薦 者……… 学 協会の代表者 

5,  推 薦 手 続                   所定の推薦 書 用紙に必要事項を 記載し，当会 宛 1 部 ご 送付願います。 ， 

6. 推薦締切期日                   昭和 62 年 11 月 10 日 ( 火 ) 

7. 選 考 方 法                   下記委員からなる 選考委員会を 設けて選考 し 評議員会において 決定 

します。 

選 考 委 員 ( 順 不動 ) 

委員長 近 藤 次 郎 

今 堀 和 文 坂 井 光 夫 井 村   徹 古 谷 雅 樹 

坂 井 利 之 豊 沢 豊 井 口 洋 犬 

8. 研究助成金の 贈呈                   昭和 63 年 3 月の予定 

( 注 )  a. 候補者は ， 必ずしも賃金会員であ ることを要しません。 貴 会の関連領域にあ る候補者 

についてもご 配慮 願 います。 

b. 環境問題等人類の 生布に関係の 深い基礎的な 研究 仁 ついても， ご 配慮いただげれば 幸 

い です。 

c, この研究助成金は ，研究目的を 達成するために 有効に使用されるものであ れば，どの 

ょ 5 に使われるものを 申請されても 結構です。 ただし，助成分受領後，その 使途を変 

更 する必要が生じた 場合は ， 予め当会の承諾を 得ていただきます。 

助成金は必ずしもその 年度内に使い 切る必要はあ りません。 

d. 助成金の受領者に 対しては，研究経過および 研究成果の報告を 求めるほかに 蝉 ，特別 

0 条件はつげません。 

e. この助成金は ，所得税法 ( 第 9 条第 1 項第 18 号 ニ ) の規定により 非課税となっていま 

す。 

( 推薦 書 提出先・連絡先 ) 

財団法人 東 レ 科 学 振 興 会 

〒 103 東京都中央区日本橋室町 2 丁目 3 番 16 号 ( 三井 6 号館 ) 

電話 東京 (03) 245-5919 

第 28 回 ( 昭和 62 年度 ) 東レ科学技術賞候補者推薦要領 

昭和 62 年 7 月 

1. 候補者の対象                   貴学 協会性関する 分野で，下記に 該当するもの 

㈲ 学術上の業績が 顕著なもの   

(2) 学術上重要な 発見をしたも P 
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(3) 重要な発明をして ，その効果が 大きいもの 

(4) 技術上重要な 問題を解決して ，技術の進歩に 大きく貢献したもの 

2. 科学技術賞                   1 件にっき正賞 : 金メダル・副賞 : 300 万円 (2 件前後の予定 ) 

3. 候補者推薦件数                   1 字協会から 2 件以内 C61 年度に推薦された 候補者 ( 注 a. ) は外教 と 

します ) 

4. 推 薦 者……… 学 協会の代表者 

5. 推 薦 手 続                   所定の推薦 書 用紙に必要事項を 記載し当会 宛 1 部 ご 送付 願 います。 

6. 推薦締切期日                   昭和 62 年 11 月 10 日 ( 火 ) 

7. 選 考 方 法                   下記委員からなる 選考委員会を 設けて選考 し ，評議員会において 受賞 

者を決定します。 

選 考 委 員 ( 順不同 ) 

委員長 近 藤 次 郎 

今 堀 和 夫 坂 井 光 夫 井 村 徹 古 谷 雅 樹 

坂 井 利 之 豊 沢 地 豆 井 口 祥 夫 

8. 科学技術賞の 贈呈                   昭和 63 年 3 月の予定 

( 注 )  a. 推薦を受けた 候補者は，その 年度および次の 年度にわたって 選考の対象といたしてお 

ります。 したがって 61 年度に推薦された 候補者については ， 62 年度候補者として 再度 

推薦の必要はあ りません。 ただし 61 年度の推薦以後において ，追加すべき 顕著な業績 

又は発表や受賞があ った場合は， 61 年度推薦 書 (copy) に加筆して当会あ てご送付 願 

います。 

b. 候補者は ， 必ずしも貫合会員であ ることを要しません。 貴 会の関連領域にあ る候補者 

についてもご 配慮願います。 

c. 受賞者は，原則として 1 件 1 人とします。 特に複数であ ることを必要とすると ぎ はそ 

れらの研究者の 寄与が同等であ ることを示して 下さい。 ただし，この 場合でも 1 件 と 

して取り扱います。 

d. この科学技術賞は ，所得税法 ( 第 9 条第 1 項第 18 号二 ) の規定により 非課税となります。 

( 推薦 書 提出先・連絡先 ) 

財団法人 東 レ 科 学 振 興 余 

〒 103 東京都中央区日本橋室町 2, 丁目 3 香 16 号 ( 三井 6 号館 ) 

電話 東京 C0 3) 2 4 5 - 5 9 1 9 

ブレインサイエンス 振興財団助成 

上記財団より 下記の要領が 届いています。 応募者は事務局へ 用紙の請求をして 下さい。 

1)  申請期限 :63 年 10 月末日 

2)  申請箇所 : 事務局 ( 三菱生命 研 ) 
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( 昭和 62 年度 )  第 2 回研究助成候補者推薦要領 

( 寄附行為第 4 条第 1 号，研究助成事業 ) 

昭和 62 年 8 月 

財団法人 ブレイソ サイヱソス 振興財団 

1.  趣 ヒ日 

ブレイソ サイヱソス 研究分野 ( 脳神経に関する 自然科学的研究をすべて 含む研究領域 ) に 

おいて，独創的で 国際的評価に 値する研究を 助成する。 候補者は単独であ っても，また 共 

同研究であ ってもよいが ，なるべく若い 研究者の推薦を 希望する。 

2. 研究助成金 

助成額は 1 件 100 万円，助成件数は 6 件以内とする。 

3. 推 薦 者 

㈲ 関係各学会代表責任者または 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

4. 推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

5. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団あ て送付する。 ( 複写用紙を用いてもよい ) 

6. 推薦締切目 

昭和 62 年 12 月 26 日 C 土 ) とする。 

7. 選考の方法 

選考委員会において 選考する。 

8. 採否の通知 

昭和 62 年 3 月末日までに 推薦者あ て，採否を通知する。 

9. 助成金の交付 

助成決定者に 対しては，昭和 6.3 年 6 月末までに研究助成金を 送呈する。 

10 ．助成金の使途 

助成金は，推薦書記載の 通り使用することを 原則とする。 万一途中で使途を 変更する場合 

には，その 旨 あ らかじめ申し 出て， 当 財団の承認を 求めること。 

Ⅱ．成果の報告 

研究の成果については ，昭和 64 年 4 月中に成果報告を 当財団に提出するものとする。 ( 記載 

例 および原稿用紙は 当財団から送付する。 ) 助成金に よ る研究を専門誌に 発表する場合に 

は， " 財団法人ブレインサ ィェ ンス振興財団 ( 英文の場合は ， BrainScienceFoundation) 

の 助成に よ る " 旨を書き添えること。 

推薦 書 提出先および 連絡先 
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財団法人 ブレインサイェンス 振興財団 

〒 104 東京都中央区八重 刑 2 丁目 6 番 20 号 

電話 (03) 2 7 3-2 5 6 5 ( 直通 ) 

( 昭和 OW 年度 )  海外派遣研究助成候補者推薦要領 

( 寄附行為第 4 条第 3 号，国際交流事業 ) 

昭和 f62 年 8 月 

財団法人 ブレイソ サイェソス 振興財団 

1. 趣 ヒ日 

我が国におけるブレイソ サイヱソス の研究の促進を 図るため，国際学会，シソポジウム 等 

への参加，あ るいは短期間の 共同研究のための 研究者の海外派遣を 助成する。 

ただし，昭和 63 年 4 月から昭和 64 年 3 月の間に出発出来るものに 限る。 

2. 助成予定額 

㈲ 予算として 100 万円を計上している。 

(2)  1 件あ たりの助成額は ，往復の航空運賃を 主とし， 50 万円を限度として 若干件を助成 

する。 

3, 推 薦 者 

㈲ 関係学会代表責任者または 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

4. 推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

5. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団あ て提出する。 ( 複写用紙を用いても 良い。 ) 

6. 推薦締切目   
昭和 62 年 12 月 26 日 C 土 ) とする。 

7. 愛人先の承諾書 
  
堂人先の承諾書 ( 学会，シソポジ ゥム 等参加の場合は ，参加証明書または 招待状の写を ， 

短期の共同研究の 場合は，愛人機関または 共同研究者の 手紙の写 ) を 添付すること。 
8. 選考の方法 

選考委員会において 選考する。 

9, 採否の通知 

昭和 63 年 3 月末日までに 推薦者に通知する。 

10 ．助成金の交付 

助成決定者に 対しては，昭和 63 年 4 月以降に出発時期に 応じて送呈する。 
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Ⅱ．助成金の 使途 

助成金は，推薦書記載のとおり 使用することを 原則とする。 万一途中で使途を 変更する場 

合には，その 旨 あ らかじめ申し 出て， 当 財団の承認を 求めること。 

12. 成果の報告 

帰国後 2 ヵ月以内に派遣の 成果について ，報告書を当財団に 提出すること。 ( 原稿用紙は ， 

当 財団からが送りする カ 

推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人 ブレイソ サイェソス 振興財団 

〒 104 東京都中央区八重 刑 2 丁目 6 番 2Q 号 

電話 (03) 2 7 3-2 5 6 5 ( 直通 ) 

CR 召和 62 年度 ) 海外研究者招牌助成候補者推薦要領 

( 寄附行為第 4 条第 3 号，国際交流事業 ) 

昭和 62 年 8 月 

財団法人 ブレイソサイエノス 振興財団 

1.  趣 ヒ日 

ブレインサイ ヱソス 研究分野において ，独創的テーマに 意欲的に取り 組んでいる覚国人研 

究者の招 脾 ( 旅費または滞在費 ) を助成する。 

ただし，助成金は ，外国人研究者を 招牌する愛人責任者に 交付する。 

2, 招 轄の時期 

昭和 6.W 年 4 月 1 日から昭和 64 ヰ -3 月 31 日の間に外国の 研究者を招 稿 するもの。 

3. 助成予定額 

㈹ 予算として 100 万円を計上している。 

(2)  1 件あ たりの助成額は ，往復の航空運賃または 滞在費とし， 50 万円までを限度として 

必要額を助成する。 

4. 推 薦 者 

㈲ 関係学会代表責任者または 愛人責任者の 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

5. 推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

6. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団あ て提出する。 ( 複写用紙を用いても 良い。 ) 

ァ ． 推薦締切目 

昭和 62 年 12 月 2f 日 ( 土 ) とする。 
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8.  選考の方法 

選考委員会において 選考する。 

9.  採否の通知 

昭和 63 年 3 月末日までに 推薦者に通知する。 

10 ．助成金の交付 

助成決定者に 対しては，昭和 63 年 4 月から必要に 応じて愛人責任者に 送呈する。 

Ⅱ．助成金の 使途 

外国人研究者 招鵬 助成金は，推薦書記載のとおり 使用することを 原則とする。 万一途中で 

使途を変更する 場合には，その 旨 あ らかじめ申しでて 者財団の承認を 求めること。 

12. 成果の報告 

招 璃の成果について ， 招脾 後 2 ケ月 以内に受 人 責任者ょり報告書を 当財団に提出すること。 

( 原稿用紙は， 当 財団からお送りする。 ) 

推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人 ブレインサイ ェソス 振興財団 

〒 104 東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 20 号 

電話 (03) 2 7 3-2 5 6 5 ( 直通 ) 
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城壁研究 関 設立 ( 告 ) , 学術予算の 

望 )      れる 
昭和 62 年 5 月日本学術会議広報委員会 一一 " 一 " 一 。 一一。 "   

日本学術会議は ， 去る 4 月 22 日から 24 日まで第 102 回総会 ( 第 13 期の 5 回目の総会 ) を開催し 
ました。 今回の「日本学術会議だより」では ， 今 総会で採択された 勧告，要望等を 中心として，同総 

会の議事内容をお 知らせします。 
。 糊 '" ㍾ " 。 一 " 扮翔                                       

総 会 報 告 
等に送付された。 ( これらの詳細は 別項所載のとおりであ 

る 。 ) 
総会ではその 第 1 日目に，会長からの 経過報告，各委員 また本総会では「医療技術と 人間の生命特別委員会」の 
会報告に続き ，規則などの 改正，勧告・ 要望等の 6 つの提 中間報告 一 いわゆる脳死に 関する見解 一 を対外発表するこ 

案かなされ，同日の 午前中に提案 1 件が，午後に 各部会で とに関する提案が 行われた。 これは同特別委員会が 60 年 
審議した 上 ，第 2 日目の午前中に 3 件が，第 3 日目の午前 10 月から審議を 重ねてきたものであ って，基本的には 脳 
中に 1 件の採決か行われた。 なお，総会前日の 21 日午前 死を個体 死 とすべきであ るとの主旨であ った。 日本学術会 

に連合部会か 開催され， これらの案件の 予備的な説明， 質 議の内規によれば ，各委員会等の 報告を外部に 発表するに 
疑 か行われ，第 2 日目の午後には ，「 21 世紀へ向けての エ は総会または 運営審議会の 承認を必要とすることになって 
ネルギー問題」についての 自由討議が，第 3 日目の午後に おり，この件は 対外発表の可否を 問 う ものとして総会に 提 

はそれぞれの 常置委員会，特別委員会か 開催された。 案されたのてあ った。 しかし ことの重要性にかんがみ 慎 

また総会の冒頭に ， 先に逝去された 北川晴雄会員 ( 第 7  室 論 ，時期尚早論の 空気が強く，対外発表の 可否を問う提 
部 副部長 ) を追悼して 黙 禧を捧げた後，新たに 任命された 案 としては取り 下けられ，総会でこの 問題を討論すること 

鶴膝 丞 会員か紹介された。 となり，第 2 . 3 日目の両日にわたり 活発な討論が 行われ 
第 1 日日の午前中にまず 現代の「高度技術 ィヒ 社会」にお た 。 

ける人間の ィ 良きⅡと対応及び「こころ」の 健康の回復，増進 
の 問題について 総合的に検討するために「マン・システ 

「地域型研究機関の 設立について ( 勧告 い 

ム・インターフェース ( 人 問と高度技術化社会 ) 特別委員 我が国の基礎的学術研究の 水準を一層高めるためには ， 
会 」を設置することが 決定された。 今期は余すところ 約 1  各地域の研究を 高度化し 井 域の特色に基づく 活発な国際 
年間であ り， この特別委員会は 各部から委員を 選出して 直 対応を可能にする 条件を整備しなければならない。 

ちに活動を開始した。 第 2 日目の午前にほ ， まず，第 1 常 そのためには ，地域の大学や 研究機関を活性化するとと 
置 委員会等で検討されてきた「日本学術会議の 運営の細則 もに，地域の 研究者並びに 社会の要請に 即した課題につい 

に関する内規」の 一部改正が採択された。 改正の第一は ， て 総合的なプロジェクトを 実施し得る基盤を 整備する必要 
従来の地方区会議の 名称を地区会議とし 広報委員会がこ であ る。 

れを組織することとしたことであ り，第二は日本学術会議 これを達成するためには ，要所に地域理研究機関 ( 「地 

か勧告等を出すに 当たって整合性を 考慮すべき過去に 行っ 域センター」という。 ) を置く必要があ る。 この地域セン 
た勧告等を 3 期前から後のものに 限ることにしたことであ ターは，地域の 特性を活かした 研究やその地域に 深く関連 

る 。 次に第 6 常置委員会が 検討してきた 日本学術会議の 行 する研究の拠点としての 機能とともに ，既存の研究機関 及 

う国際学術交流事業の 実施に関する 内規の改正か 採択され び研究領域の 枠を越えて研究者の 交流を促進する 機能を 
た 。 これは，今まで 国際学術交流事業については ，「団体 もったものであ る。 従って地域センタ 一には，相互に 利用 

加入」，「代表派遣」，「国際会議主催・ 後援」，及び「二国間 し得る研究機器や 研究資料を備える 必要があ る。 
学術交流」の 基準があ ったか，これらを 一つの内規にまと 地域センタ一の 規模・内容は ，各地域の研究者の 自主 
めたものであ り，本会議の 行う国際学術交流事業の 見直し 的・具体的要請によって 異なるが，次のいずれかまたはこ 

を今後行い，必要な 自己改革を図る 原則を定め，予算，組 れ等を組み合わせた 形態をもつ。 
織 等の基盤の拡充・ 強化に努めて ， 国際社会への 学術的貢 A  地域研究 (area studies) を主とするもの 
敵 を一層拡大してゆこうとする 方針を確立したものであ B  大型共同利用機器を 備えるもの 

る 。 C  中小型の研究機器及びその 他の研究設備を 
さらに本総会では ，「地域型研究機関 ( 仮称 ) の設立に 備えるもの 

ついて」 ( 勧告 ) と，「大学等における 学術予算の増額につ なお，設置形態は ， 国 公私立大学等の 研究者が，平等に 
いて」 ( 要望 ) の提案が，いずれも 活発な質疑応答の 後， 利用し得る国立の 共同利用機関とし ，官公庁，産業界にも 

賛成多数で採択され ，直ちに内閣総理大臣始め 関係諸機関 自由に開かれたものを 目指す。 
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大学等における 学術予算の増額について ( 要望 ) 

「国が栄える 時 ，そこには立派な 大学があ る」といわれ 
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く 新入会員 ノ 

  

  

( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( ①テーマ ② 材 ・ 料 ) 

鳥 山 真由美 都立大・ 理 ・生物・生理 ①昆虫の後期発生におけるタンパク 質の生合成 

調節機構に関する 研究 

②カイコ 

麻 生 直 ㈹化学品検査協会日田研 ①発生異常 

先前 ②マウス， ラット， ウサギ 

安 本 茂 神奈川県立ガン セ ソタ 一 ①細胞増殖の 制御，細胞分化に 関する遺伝子 群 

の研究 

②培養細胞 

広 瀬 裕 一 筑波大・下田臨海実験 セ ①群体特異性 

ソタ 一 ②複合ホ ヤ 子 精 木 廣 都立大・ 理 ・生物・発生 ①ウ ニ 初期 胚 における小割球の 分化と岩 酸力ル 

シ " 9 ムの蓄積 

②ウニ 

猪 田 利 夫 ㈱バイオ科学研究所 ①魚類の精子連動開始機構 

②ニジマス，キンギ ョ ，カエル等 

古 川 和 広 東大・ウィルス 研 ①ポリオマウイルスを 用いた発生初期細胞にお 

げる遺伝子発現の 研究 

②ポリオ マ ウィルス等 

三 上 かおり 早大・教育・ 生物 ①ウ ニ 精子先体反応誘起機構 

② バ フン ウニ ， ムラサキウニ 啓 伸 藤 二 床 大 ・ 理 ・動物 ①両生類胚の 組織分化と形態形成運動の 研究 

②アフリカツメガエル 

佐々木 洋 東大・ 理 ・動物 ①形質発現の 調節機構 

②ウニ 

今 田 勝 明治乳業ヘルスサイ ェソ ①細胞表面 タソ パク質の発生分化における 役割 

ス 研究所 ②マウス， ヒト 

谷 本 さとみ 東邦大・ 理 ①魚類精子の 連動開始機構 

②ニジマス 章 塔 筋 % 東邦大・ 理 ・生物 ①初期発生時の 生理化学的研究 

②ウ ニ ， ヒトデ 

西 脇 清 二 ロ木電気基礎研，探索 研 ①初期発生 
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究部 ②緑虫 

野 瀬 俊 明 

野 呂 信 弘 

佐 竹 正 延 

松 本 豊 

島 田 和 哉 

沢 井 昭 司 

阿 部 宏 之 

沢 田 美智子 

杉 山 伸 

野 村 Ⅱムロ 柏 

宮 谷 精 二 

河 野 文 宏 

久保田 広 恵 

三菱化成生命 研 ・発生生 ① 胚 発生における 形質誘導 

  ②マウス， ウニ，細胞性粘菌 

部神経科学総合研・ 徴士 ①神経細胞の 分化 

物 ②ラット，マウス 

京人・ウィルス 研 ・ 癌ウ ①発生初期細胞 ( マウス ) とェンハソサ 一 

ィル ス ②マウス発生初期細胞，ポリオーマウィルス・ 

エンハンサー 

愛媛大・ ロ ・生物・発生 ①計時機構 

②ウニ， ヒトデ 

慈恵医大附属青戸病院 耳 ①側頭骨内耳の 発生学的観察 

鼻 咽喉科 ② う " テ 

末大理・生物物理・ ① N-myc の発生における 機能の解明 

c@ ニワトリ 

㈲発生・生殖生物学研 ①細胞の分化と 増殖 

②ゴールデンハムスター 

安部商事㈱アプリケーシ ①細胞融合 

ョ ソ ・ラボ 

筑波大・生物 ①ショウジョウバエのパターン 形成 

② キイ ロシ，ウジョウ バエ 

九天・ 理 。 生物 ①アフリカツメガエル 初期 胚 における細胞間 相 

互作用 

②アフリカツメガエル 

京人・ 理 ・生物 ①形態形成に 関わる遺伝子群の 組織特異的発現 

制御に関する 研究 

② Drosophila MeIanogastar, Mouse 

東京農大・総合研究所 ①哺乳動物 胚 における発生工学 

②マウス 胚 ， 牛胚 

阪大 ・微生物癌研・ 細菌 ①マウス着床前期胚の 分化過程における 遺伝子 

ウィルス 発現 

②マウス 

中 尾 啓 子 東大理・物理 

朝 田 総一郎 医科歯科大・ 歯 

① Prosophila melanogaster 初期 胚 ，神経系 

の形態形成の 遺伝学的解析 

② Drosophila 

①哺乳類の顔面形態形成，奇形について 
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岡 野 栄 之 阪大 ・蛋白質研 

細 谷 昌 樹 筑波大・生物 

佐 藤 - 美 香 東北大・ 理 ・生物 

ノ旦 健 一 理化研 

秋 山 孝 洋 筑波大 

小 内 赤瓦 早大・教育・ 生物 

小 林 博 基礎生物 研 ・形態形成 

淡 路 雅 彦 水産庁養殖研究所 

山 本 和 俊 早大・教育・ 生物 

宮 野 士 良 都立大・ 理 ・生物 

安 増 茂 樹 上智大・生命 研 

横 山 岳 東京農工大 

②マウス 

①「 ユータ ソトマウスを 用いて遺伝子転写調節 

機構を明らかにする 

② myel ㎞ deficient mutant mouse 

①二％ トり 砂のう平滑筋の 発生，特に筋肉 タソ 

パク質の発現と 蓄積に関して 

②ニワトリ砂のう 平滑筋 

①均一系からの 形態形成， 形 づくり，安定化 

② Hidra magnipapillata 

( 再 入会 ) 

①細胞質因子による 初期発生の制御 

② キイ ロシ， ソジ 。 ウバエ 

①細胞分化，卵形成 

② ウ 二等 

①ニワトリ 胚 網膜色素上皮細胞の 分化転換にお 

ける遺伝子発現調節のメカニズム 

②ニワトリ 胚 

①海産無脊椎動物の 細胞分裂 

②ムラサキウニ ，アコ サ ガイなど 

の発生にともな 5 件ホルモ ソ 受容体のう " ト 脳 

内局在 

②ウシガエル ， ヒキガエル， アカハライモリ ， 

ラット， ウサギ等 

①昆虫後期発生における 遺伝子発現調節機構の 

解析 

②カイコ 

① 蝉化 

②メダカ 

①家蚕の雌雄性の 制御に関する 発生遺伝学的研 

究 

②家蚕 
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く 住所変更 ノ 

氏 名 

底 部 知 久 

山 口 武 雄 

西 山 一 朗 

堀 合 同 

渡 辺 信 元 

生 態 繁 

猪 田 利 夫 

佐々木   

新 住 所 

放射線医学総研・ 生物 

愛媛大・教養・ 生物 

帝京大・ ミ ・薬理 

〒 930 富山市奥井 町 19 一 20  メゾ ソ 奥井 60t 号 

理化研・ライフサイ ヱソス 筑波研究 セ ソタ 一 

〒 860 熊本市迫町 1 一 2 一 10 週 町サソ ハイツ 402 

東大海洋 研 ・生物生理 

㈲発生・生殖生物 研 

吉 田 博 一 〒 818 印 1 太宰府市石坂 3 一 25 一 15 

阪 本 典 子 (l 日 ・上村 )  近 大医・一癖 

上 野 健 寿 宗太・ 理 ・生物物理 

織 田 秀 実 〒 168 杉並区久我山 5 一 27 一 15 

友 田 淑 朗 〒 520-16 滋 賀県高島郡今津町沢 分 415 一 76 

山 本 宮代子 西南学院大 

古 里 勝 利 都立大・ 理 ・生物 

斎 藤 彰 〒 305 茨城県筑波郡谷田部町松代 4 一 18  75 一 41f 棟 303 号 

西 川 彰 男 都立大・ 理 ・生物 

景 浦 宏 福岡大・ 理 ・生物 

木口 出 健之 介 〒 144 大田区新浦田 3 一 5 一 10  今野横方 

中村宰予 〒 943 上越市出屋敷町 1  上越教育大学世帯宿舎 A-303 
倉 田 祥一朗 〒 103 文京区西片 2 一 9 一 2  い ずめ 荘 12 号 

伊 藤 喬 新潟県立君 恒 高校 

秋 山 孝 洋 筑波大・生物 

日製産業㈱科学機器 1 グループ 〒 450 名古屋市中村区 名駅 4 一 6 一 18 名古屋ビル 内 

福 沢 利 彦 MR ， TOSHIHIKO@ FUKUZAWA ， COLLEGE@ OF@ MEDICINE ， DEFT 
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浜 島 光 世 

伊 藤 恒 敏 

吉 田 浩 己 

佐 藤 浩 

石 川 彬 角 谷 徹 位 高 橋 進 井 原 誠 

高 橋 泰 常 管 庁 英 治 長 尾 善 村 川 新十郎 

謝 厚 群 僚 村 多摩 之 斉 藤 修 宮 崎 徹 

大 塚 英 司 西 田 有 功 清 田 宗 制 
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日本発生生物学会会則 

  

会則は本則・ 付則・選挙細則 よ りなる。 

本 １ 月 

第 1 条 本 会は日本発生生物学会 (Japanese Society of Developmen ぬ l Biologists: 略称 は 

J SDB) という。 

第 2 条 本 会は発生生物学の 進歩と普及をはかることを 目的とする。 

第 3 条 木 会はその目的を 達成するために 次の事業を行な 5   

1.  欧文誌の刊行 

2. 大会の開催 

3. その他 木 会の目的達成に 必要な事業 

第 4 条 大会の会員は 正会員，学生会員，賛助会員の 3 通りとする。 

1. 正会員および 学生会員は木会の 趣旨に賛同し ，所定の手続を 経て，通常会費を 納めたもの 

で ，欧文誌などの 刊行物の配布を 受ける。 また，大会での 研究発表の申し 込みをすることが 

でき，総会の 議事に参加することができる。 

2. 賛助会員は本会の 趣旨に賛同し 本会の承認を ぅげ ，所定の賛助会費を 納めた個人または 

法人で，欧文誌などの 刊行物の配布をづける。 

第 5 条 木 会には次の役員をおく。 

会長 1 名・運営委員 若 千名・幹事若干 名 ( う ち幹事長 1 名 ) . 欧文話編集委員若干 名 ( う ち編 

集 主幹 1 名 ) . 会計監査 2 名 

1. 会長は木会を 代表し，会務を 統べる。 任期は 2 年とし，連続 3 期をつとめることはできな 

い 。 

2. 会長および運営委員は 運営委員会を 構成し， 木 会の要務を審議し 金の運営にあ たる。 

運営委員会は 会長・ 3 名以上の運営委員・ 30 名以上の正会員あ るいは学生会員のいずれかの 

要請により開かれる。 

運営委員の任期 は 2 年とし連続 3 期をつとめることはできない。 会長が不測の 事故などによ 

りその任務を 遂行できなくなった 時は，運営委員会の 議を経て会長代行をおくことができる。 

3, 幹事長および 幹事は会長を 助けて庶務・ 会計などの日常の 会務を処理する。 

4. 会計監査は双年度の 決算を監査する。 

5.  欧文誌の編集主幹および 編集委員は編集委員会を 構成し，編集に 関しての一切の 責任を負 

ぅ 。 編集主幹および 編集委員の任期は 3 年とする。 

第 6 条 木 会の会計年度年 1 月 1 日に始まり同年の 12 月 31 日に終る。 

第 7 条本金 は 原則として年 1 回定時総会を 開 き ，会務を協議し ，議決する。 なお会長が必要と 

認めたときには ，臨時総会を 開くことができる。 
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第 8 条 木 会は定時総会のとき 大会を開 き 研究発表などを 行 う 。 大会には大会委員長 1 名と大会 

委員若干 名 をおく。 大会委員長は 会長が委嘱し ，大会委員は 大会委員長が 委嘱する。 

大会の運営は 大会委員長の 責任において 行な う 。 

第 9 条 正会員および 学生会員が会費を 1 年以上滞納したときには 除名することがあ る。 

第 10 条 木 会は地方支部をおくことができる。 

第 11 条 本 会の会則の変更は 総会において 協議し，出席会員の 3 分の 2 以上の同意を 得なければ 

ならない。 

付   

第 1 条 木 会の事務所は 運営委員会の 議をへて会長が 委嘱する。 

第 2 条 会費は次の通りとする。 

1. 正会員は年額 10,000 円を年度始めに 納入する。 

2. 学生会員は年額 8,000 円を年度始めに 納入する。 

3. 賛助会員の賛助費は 年額 20,000 円以上とする。 

第 3 条 会長および通常委員の 選出方法は次の 通り定める。 

1. 会長および運営委員 (14 名 ) は，正会員および 学生会員の投票に よ り選出される。 その 

際，会員はそれぞれ 若干名の候補者を 推薦することができる。 

2. 選挙の管理は 運営委員会が 委嘱した選挙管理委員 (3 名 ) が行な う 。 

第 4 条 幹事長および 幹事は会長が 委嘱し，運営委員会の 承認をづける。 

第 5 条 欧文誌の編集主幹は 運営委員会が 委嘱する。 編集委員は 12 名としまず運営委員会が 3 

名を選び ， 残り 9 名は編集主幹が 指名する。 

第 6 条 会計監査は運営委員会の 議を経て会長が 委嘱する。 

第 7 条 本則第 3 条 3 項に定める事業を 行な う ために，委員会を 設けることができる。 

委員は会長が 委嘱し ， う ちⅠ名を委員長とする。 

第 8 条 運営委員会は 少なくとも 10 年毎に ， 広く会員の意見を 聞き， 本 会のあ り方に関して 根木 

的な再検討を 加えねばならない。 

第 9 条 本 会則は昭和 47 年 1 月 1 日ょり施行する。 
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申し合わせ事項   

1, 毎年 1 月 1 日から総会までの 会の運営は会長の 責任による暫定予算によって 執行し，その 

会計等度の予算とともに 総会で承認を 受ける。 

2.  日本発生生物学会発足 10 年 目の反省に基づき ，会長は，上記の 選出方法によって 選出され 

た 委員以外に 3 名以内の委員を 別に委嘱することができる。 

  

付 記 

1 : 大会則は， 1971 年 8 月 25 日第 4 回総会にて承認。 

2 : 付則の第 1 条，・第 2 条，第 3 条は昭和 49 年 6 月 22 日，第 7 回総会に於て 変更した。 

3 : 昭和 51 年 5 月 28 日，第 9 回総会に於て 前文を追加，本則第 5 条，第 11 条，付則第 3 条を変 

更 した。 

4 : 昭和 57 年 5 月 28 日，第 15 回総会に於て 付則第 2 条，第 5 条を変更した。 

5 : 昭和 62 年 5 月 29 日，第 20 回総会に於て ，本則第 4 条，第 9 条，付則第 2 条，第 3 条，会長 

選挙施行細則第 3 条，運営委員選挙細則第 3 条の学生会員創設および 会費の改訂に 伴 う 変更 

が承認された。 この改訂は昭和 63 年 1 月 1 日より施行される。 

会長選挙施行細則 

第 1 条 木 細則は会則に 定められた会長の 選出に関する 手続であ る。 

第 2 条 選挙の施行に 関する一切の 管理は選挙管理委員 ( 委員は委員会を 構成し， 1 名を委員長 

とする ) の責任の下で 行なう。 

第 3 条 選挙は正会員および 学生会員の単記無記名投票によって 行なう。 

1. 投票用紙は選挙管理委員会所定のものに 限り，所定の 期日までに到着するよ 5 郵送郵送さ 

れなければならない。 

2. 投票用紙には 被 投票者の姓名を 明記すること。 ただし，同姓同名の 被選挙人が 2 名もしく 

はそれ以上あ る場合は，住所・ 所属機関名などを 付記すること。 

第 4 条 第 3 条に従って記載された 投票を有効とする。 ただし 2 人もしくはそれ 以上記名され 

たり，なに人を 指すか判断不可能な 記名があ った場合は無効とする。 その他の有効，無効に 

ついての決定は 選挙管理委員の 協議によって 行なう。 

第 5 条 第 1 次選挙において 有効投票の過半数を 得たものを当選者とする。 過半数を得たものが 

ないばあ いは得票数の 多いもの 3 名を第 2 次選挙の候補者とする。 ただし，上位 3 番目まで 

に 同数得票者があ り，その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 含めた数が 4 あ るいは，そ 

れを越える場合には ，これら同数得票者を 第 2 次選挙の被選挙人とし 第 3 条に従って単記 

無記名投票とする。 

第 6 条 第 2 次選挙において 最多票を得たものを 当選とする。 ただし，最多得票数が 2 名もしく 

はそれ以上あ る場合は管理委員の 抽選によって 当選者を決定する。 
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第 7 条 選挙の結果はただちに 会長に報告され ，当選者への 通知は選挙管理委員名で 行なわれる。 

  
運営委員選挙施行細則 

第 1 条 木 細則は，会則に 定められた運営委員の 選出に関する 手続であ る。 

第 2 条 ( 会長の場合と 同じ   省略 ) 
    

第 3 条 選挙は正会員および 学生会員の 14 名連記無記名投票によって 行なわれる。 

1. 投票用紙は選挙管理委員会が 定めたものに 限り所定の期日まで 到着するよう 郵送されな げ 

ればならない。 

2. 投票は 14 名連記とし， 被 投票者の姓名を 明記すること ，ただし同姓同名の 被選挙人が 2 

人もしくはそれ 以上あ る場合は，住所，所属機関などを 付記すること。 

第 4 条 第 3 条に従って記載された 投票を有効とする。 その他の有効・ 無効についての 決定は選 

挙 管理委員の協議によって 行なう。 

第 5 条当選者は得票数の 多 い ものⅡ 名 とする。 ただし得票数で 上位 lAla 番目まてに同数得票者 

があ り，その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 含めた数が 15 あ るいはそれを 超える場合 

は 下位の同数得票数について 選挙管理委員の 抽選に よ り当選者を決定する。 
第 6 条 会長が運営委員ょり 選ばれた場合は 次点者をくりあ げる。 

第 7 条 ( 会長の場合と 同じ一一省略 ) 
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( 賛助会員 ) 

組織培養は " イ ン " クスコー ニソバ の岩城硝子㈱ ( 〒 100 千代田区丸の 内 3-2-3) 

TEL 03-214-7401 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋書㈱ ( 〒 211 川崎市幸区小倉 610-1-506) 

TEL 044-533-0470 

日製産業株式会社 ( 〒 453 名古屋市中村区 名駅 4-6-18  名古屋ビル 内 ) 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 ( 〒 102  千代田区九段南 4-3 円 2) 

最良の選択ファルコン 組織培養器具ベクトン・ティッキンソン・オーバーシーズ Inc. 

( 〒 107  港区赤坂 8-5-84  高膝ビル )  T  E  L  03-403-9991) 

  

  

マウス・モノク p 一 ナル抗体 ( ア P 抗体 ) は明治乳業㈱ ( 〒 104 中央区京橋 2-3-6) 

TEL@ 03-271-4333 

三菱化成生命科学研究所 ( 〒 194 町田市南大谷 11) 

科学の技術に 奉仕する理工学社 ( 〒 113 文京区 本 駒込 5-9 Ⅱ 0) 

T  E  L  03 一 928 一 5211 

次代を担 5 バイオテクノロジ 一和 研薬 株式会社 ( 〒 606 京都市左京区北白川西伊織 町 25) 

タイプ別コラーゲ ソ 抗体は㈱アドバンスヘ ( 〒 103 中央区日本橋小舟町 5-7) 

T  E  L  O3 ヰ 67 一 ]1551 

バイオテクノロジ 一で未来をひらく㈱バイオ 科学研究所 ( 〒 990  山形市城西町 5-34-5) 
T  E  L  0236-44-5030 

( 株 ) 武田薬品工業中央研究所 ( 〒 532 大阪市淀川 E 十三本町 2H ト 85) 

0 含有元素の組成は 外洋水の分析 値 による。 
0 完全に溶解する。 

0 水質は極めて 安定。 自然海水のようなバラッキがない。 
0 研究の目的により 色々の種類があ る。 
0 殆 んどすべての 海の生物に使用できる。 
0 世界各国で広く 使用されている。 
金 価 格 ( 送料 別 ) 209 用 

Jamarin  S 2,000 円 
Jamarin@ U 1.600 円 
Ca.free  Jamarin 

Ca,Me.free  Jamarin 

Sulfate,free  Jamarin 

5%m 2m 

1,000 円 オートクレーヴィン グ できる 

800 円 一般用 
1,500 円 750 円 
1,500 円 750 円 
1.500 円 750 円 

お間合わせ、 ご 注文は直接下記へお 願いします。 

ジャマリン 
〒 536 大阪市城東区 鴫 野面 2 丁目 1 
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加熱冷却ユニット 
クーラー・ヒーターはチタン 製。 淡水 は もちろん海水や 薬品 敵 

にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷却装置です。 

m@ s ， 
HC061A-3 

HC101A-3 

HC131A-5 

HC201A-5 

HC301A-5 

HC401A-5 

かラーヒ -y- 概略水量 

65H 300H 120 1 

100H 300W 160 1 

130H 500H 260 1 
200W 500W 360 1 

300 打 500W 670 1 

400H 500 打 1000 1 

価格 
早 196,000 

辛 207,000 

卒 220,000 

v237,000 

9298,000 

坪 335,000 

温度コントローラー 
温度を精度良く 一定に保つことができます。 循環ポンプなどの 

使用に便利な 予備コンセント 付き。 善報付きなど 各種あ ります。 

形式 設定方式 温度指示 温度目盛 制御方式 価格 
TA200 米 アナロバ なし り 0 ～ 50 。 G  二位置 ￥ 26.000 

TA201-S アナロバ 全指示 0 ～ 50 。 C 二位置 坤 8,000 

TD202 米 デジタル 偏差指示 0-99.9 。 C 二位置 ぜ 29,000 

TA300-S アナロバ なし 0 - SO 。 C 三位置 v37,000 
TA301-S アナロバ 全指示 0 - 50 。 C 三位置 Ⅶ 4,000 
TD302-S デジタル 偏差指示 0 ～ 99.9 。 C 三位置 v46,000 

TD303 ヰ デジタル 全指示 0-99.9 。 C 三位置 v58,000 

注 ) % 渦 抵抗体と併せてご 使用下さい。 

米印は サーミスター 測 混住￥ 1,800( 空気用 ) M3,000( 水月 ) 

無印は白金側 温体 シース材質 SUS304 %7,900 Ti Vl2,000 

低温桓温循環水石 
実験台上でも 使用できるように 極めてコンパクトにまとめた 低 

湿桓温循環水槽てす。 水温は低温から 高温までを任意に 設定す 

ることができます。 外部循環機能をそなえておりますので 桓温 

水槽のほか、 カラムの冷却、 保温など幅広い 用途があ ります。 

形式㏄ T 65-300-S 

使用温度範囲 :0 ～ 50 。 C 
温度調節精度 : 土 0.1 で 
外形寸法 剖 420 Ⅹ D380XHg40 

槽内寸法 : チ 153XHl87 
冷凍 紋 65W 

ヒーター :300w 

価格 曲 250 ， 000 

度 勾配装置 ( ウォータ - パス ) 
温度調節水槽はそれぞれ 独自の温度に 設定できます。 

桓温 ポ ツクス 
四面全面加熱冷却の 新方式による 高性能の恒温ポックス。 

庫内は精度よく 一定湿度に保たれます。 

庫内に霜が付きません。 従って乾燥しません。 
形式㏄ TA 452d 

外形寸法 沖 700 Ⅹ D460xH440 

槽内寸法 :W380xD880 Ⅹ H350 

温度範囲 :10 ～ 40 。 C 
冷凍機 :100V 65W 

ヒーター :100V l00 Ⅱ 

蛍光灯 田 2W 
タイマ @  :24h 
電源 :ACl00V,50/60HZ 

価格 :V350,000 

ポータブルインキュベータ - 
小型軽量、 持ち運びが容易です。 

庫内 は 精度よく一定温度に 保たれます。 

冷凍機とヒータ - を備えていますので 庫内を低温 (0 。 C) から 
高温 (40 。 C) まで任意の温度に 設定することができます。 
電源は交流・ 直流両用です。 車載用として 搬送、 野外での使用 

の他研究室内で 利用することができます。 透明蓋付もあ ります。 

形式 :CTM 305 , cTH 306 

外形寸法 :631X860XH373 

槽内寸法 り 50X280XH260 

価格ぱ 187,000(12V 用 ) 
v189,000(24V 用 ) 

形式 :GTM 405 , cTH 406 

外形寸法 :631X360XH480 

槽内寸法 臼 50x266XH852 

価格 は 196,000(12V 用 ) 

￥ 198,0q0(24V 用 ) 

水生生物環境調節装置 
各種の魚介類が 飼育できます。 各機器 は ユニット形式を 採用。 

点検管理が容易です。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ 

ーラー、 フィルター、 循環ポンプなどは 全て海水仕様です。 

l ガラス ホ柚 
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桶 鉄製架台 
オーバ - フロ - 装五 
フィルター 

循環ポンプ 

竹林冷却ユニット 

済度コントローラー 

拾水 甘 

木材排水 

フィルタ - 排水 

精度の高い恒温が 得られます。 温度の設定はデジタル 式。 

振 とう装置付きもあ ります。 
形式 :T6W- Ⅱ三連 )/TBw-6( 大連 ) 

使用温度範囲 :0-50 。 C 
湿度調節精度 : 士 0.l@C 
横内寸法れ 50X260X150X3/X6 

冷凍機 :65W 

ヒーター :100WX37X6 

価格 :se620.000/@780.000 

)g @ * @ 7-9- C-y- 
AB11@ 9.5-101A-5@ 900X500X450@ IOOH@ BOOH 

AHA@ 9.6-131A-5@ 900X600X600@ 130W@ BOOtI 

ARA12.5-13U-5@ 1,200X500X500@ 130H@ 500H 

ABH12.6-201A 。 S@ 1,200X600X600@ 200H@ 500W 

ABA15.6-301A-10@ 1,500X600X600@ 300K@ l.oooH 

ARA15.7-401A-10  1,500X750X750  400H  l.oooH 

SRA18.6-301A-10@ 1,800X600X600@ 300H@ 1 ， OOOH 
AIM18.7-401A-10@ 1,800X750X750@ 400H@ 1 ， OOOH 

アクア株式 @ 食 杜 〒 141 東京都品川区西五反田二丁目 10 一 8 TELO3 一 495 一 5668 
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ライフインダストリ 一の三菱化成が 採血から 河過 まで一貫国内生産 

最終 涯過は丁し径 0 ． l が m の パ ンブレンフィルター 使用 

生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生俘牛から 採血 

生後 2 週間以内の新生俘牛から 採血 

l.5 才以上の牛から 採血 

Armour  Pharmaceutical Company  (U.S.A,) 製造 

清 (Rehatu@ ⑪ ド ． S.) 

生後 l6 週間以内の仔牛から 採血 

何れもロットチェック 用サンズ ル を提供致します : 

三菱化成工業株式会社医薬事業部 
〒 l00 束 照 陣代田区 九 の 椛 -s-2 に 菱ビ尼 大阪支店化成品部門 名古屋支店化成品部門 

宕 06(208)4560( 直通 ) 容 052(562)2556( 直通 ) 
呑 03(283)679l( 直通 ) 

東京支店化成品部門 九州支店化成品部門 
む 0 Ⅱ 283)6l00( 直通 ) 宕 092(29 け 889l 
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殖を支える大きな 力、 組 
Ⅱ 木 製薬から 

お 亜 目 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 Na Ⅱ Cco,   Ⅰ、 Q@n 不合 イーグル MEM 培地の 
中高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 NaHoo, 七 -Qln. 目 円本吉 イーグル MEM 培地② 
Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
NaHooa. 」．， Qln.PR.KM 不合 イーグル MEMT 吾地 ③ 
㌔高圧蒸気滅菌可能 浮遊培養用 
KM 含有 NaHlo0,. 」． G Ⅱ不合 イーグル M 巨 M 培地④ 

Ⅰ高圧蒸気成苗可能 」 -G@n.L-Are. 」 - 」 eu. KM 」 --Met. 含有                               イーグル MEM 培地⑤ 
% 高圧蒸気成苗可能 
NaHCoi,L-Gln 不合 イーグル BM 巨 培地 

イーグル M 三 M アミノ酸ビタミン 培地 

田 NaHoo, 不合 フィッシヤ一の 培を也 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 NaHoo,. 」． Oln 不合 

ES 培地 

Ⅰ NaHoo, 不合 ハンクス 液 ① 
Ⅱ NaH003.PFH 不合 

ハンクス 液 ② 
臼 NaH00 ，不合 

アール 液 

ダルベッコ PBS( づ 粉末 
Ⅰダルベッコ p 日 S 用 

金属塩類溶液 

弔 NaHoo, 不合 ダルベッコ 空 法イーグル培地① Ⅰ無菌凍結乾燥 
グルタミン   

田 高圧蒸気成苗可能 
NaHRol.l-Gln 不食 ダルベッコ 空 法イーグル培地② 
叩 NaH00 ，不合 i99 培地 

曲 NaHCo, 不合 
ハム Fl2 培地 

田 NaHCo, 不合 

株式会社 
RPM  Il640 培地① ョ 豊島区巣鴨 2 一 Ⅱ 一 l 

甲高圧蒸気成箇可能 
電話 0 3 (9 l 8) 8 l 6 6 ㈹ 

NaHCol,L-Gln 不合   RPM  Il640 培地② 営業所 東京・関東・ 大阪・名古屋・ 広島・福岡・ 仙台・札幌 
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虫 ) 飼育の本格派 ソ 

型式 LH-I ㎝ LPH-l ㏄ LH-l00 
吐根 一 RD 型 一 RD 型 -RDP 型 Ⅰ LH 型 十 5 で -45 で 

価格 1 坪 1,190.000 円   
● LP 型 十 18 で 一 45 で 

      +5 せ +10 せ +5 で 
範囲 -4BC - 何 せ -45 せ 

米 詳細はプレハブシリー 

米 その他いろいろなタイプがあ ります。 

NKB 一 VW 一 850 

    〒 550 人 
東市営業所 〒 183 束 
エ 楊 〒 5 綿羽 
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日ュム 
研究活動 取別線 。 先進の科学でお 応 え します。 

フ 
高度な研究活動に、 すぐれた器材の 

存在が欠かせないように、 そこで使 

われる器材の 開発にも高度な 科学技 

術 と最新の手法が 駆使されています。 

フアルコンは、 研究室におけるニー 

ズを先取りする 形でさまざまな 組織 

培養器具を開発しており、 をこでは、 

最新の科学的手法が 活用されています。 

コンピュータによる 製品開発・ 設言 ト 

システムは、 機能面、 品質面ですぐれ 

た製品づくりに 役立っております。 

材質面では、 研究室においてフルに 

性能を発揮するように 開発され選び 

抜かれたものが 使われています。 

たとえ ぼ 、 5 ㎝ z コニカルチューブ 

フルーマックス ( 別 ueM 似 ) について 

は、 透明度と強靱さを 両立させるた 

め、 持刀Ⅱに開発した 共重合体ポリプ 

ロピレンを使用しています。 

ベクトン，ディッキンソンの 品質保 

証基準は、 合衆国の GMP による 力 ㍉ 

ドラインを上回っており、 また製品 

内のバラツキを 無くすためのプロセ 

スモニターは、 軍 仕様の基準による 

品質プロクラムを 使用し 、 高 い 品質 

水準を不倒 来 しています。 

研究活動の最前線で 求められる信頼 

， l 生の高 い糸 @ 我 培養器具 
フアルコンは 先進の科学技術で ，お 応 

え い たします。 

祐人販売元 里 童 元 

BeCton  DiCk@nSon  OVe ア KSeaS  lnC. Becton  Dickinson  Labware 
ベクトントデ㌢   ソ キンソンオ -/ く ・ -., ン - ズインク ベクトス ヂ イツキンソンラ フ ウェア 一 を業部 
〒 坤 7 東京都港区赤坂 @-s づ 4 島藤 ヒル TEL 0l(4 ㏄ ト ㏄Ⅱ 代 )     
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Ⅹ 紫外音 トフィルターを 装着 ソ 

従来の可視 音性 フィルタ一に 加えて 

紫タ 七音 ト フイルターを 装着しました 0 

米コンピュータ 制御可能 シ   

コンピュータによる 操作および デ 

一タ取り込みができます。 

釆 7 種類の測定表示モード ソ 

裳 ㊥ " ラボラトリープロタクソ 日本製 報 手金 " 吉は   〒 丁日」 HB4                                                                                     提携 ① Flow 」 aboraat.or 捺 S 4 一 8 
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ミニゲル電気 泳襄 Ⅱンステム くミユ - ピツド -2) 
従来のミューピッドにポリ アク Ⅲ レ アミドゲル調製用 ヵ バ ー が 

付きました。 ァ ガロースゲル 同様、 簡便な使用が 可能となりま 

した。 

Ⅰ お 一人に一台以上。 

e 安全、 軽量、 簡単な操作。 

e 学生の実習用など 教材としても 最適。 

  

楽部品の別売もしております。 (PAGE 調製用カバー、 電源 及ひ ゲルメーカーセットを 含む ) 

  
0AGNOST@@   DETECTl   N@ SYSTEM 

( 抗血清 ) 

の 全血清 ( 留分 ) の凍結晶、 高 力価 。   

0 細胞骨格研究用等にお 使いください。 

品 名 ( 抗原由来 ) 特 異 性   

( ウサギ ) 抗 タイプ 1 . コラーゲン ヒト 及 ラットと交差あ り 0 タイフ   1l 、 W コラーゲ 
(Anti Coiiagen,typeI) ( ウシ 真皮 ) ンと交差せず、 タイフ   III コラーゲンと 僅かに交差 

(ELlSA 法 ) 。 

( ウサギ )  抗 タイプ 11 . コラーゲン ヒト 人 ラットと交差あ り。 タイプ 1 、 Ⅲ 、 W  コラー 

(Anti Collagen,typeII)  ( ウシ 関節軟骨 ) ゲンと交差しない (E Ⅰ lSA 法 ) 。 
    ‥ … - . . , ‥ … - . , , . . , , ‥ ， ・ 、 ・ ， ‥‥ ‥‥ ． ， ‥． ・ ， ‥‥ ‥ 、 ， ．                                   ． ， ．．． ． ． ， 、 ．． ， ． ， ， ． - . , - . - , , , , , , - . , .      . , . , - - , , - - - . . , 、 ， ． ， ． ．．． ． ， ．． ． ．． ．． ，， ． 

( ウサギ ) 抗 アクチン 非筋 細胞アクチンとも 交差する。 檀特異性は殆ど 

(AntiActin)  ( 昌 ワトリ胸筋 ) なし。 

( ウサギ ) 抗 ミオシン 非筋 細胞ミオシンとも 交差する。 種 $ き 異性は殆ど 
(Anti Myosin)  ( ニワトリ胸筋 ) なし。   
( ウサギ ) 抗 チュブリン 
(AntiTubu Ⅱ ln) C ラット 脳 ) 

ヒトと 交差する。 

( ウサギ ) 抗 5,100 蛋白 ヒト 、 ラット、 マウス、 ウナギ と 交差する。   

(AntiS-100Protein) ( ウ，ンユ 出 ) 

( ウサギ ) 抗 黄体形成ホルモン づ (LH. の ヒト、 ラット、 マウスと交差する。 
(Anti Luteinizing Hormone づ )(Anti 」 H.@?   

( ヒツジ下垂体 ) 

Ⅹ近日、 抗タイプロコラーゲン・ 抗 タイプⅣコラーゲン・ 抗 タイプ V コラーゲン等を 新発売いたします。 お間合わせは、 下記まで 

ご 連絡くださⅠ㌔ 
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低温水棲生物の 生理実験用装置。 極寒冷地の植物性，動物性プランクト 

ン， ウニ， ヒトデ，ベントス 等に最適。 水槽・温度調節装置・ 照明装置 

を 装備。 6 槽 分離独立。 温度制御範囲は 一 R で一 +30 で。 照明装置 ( ク 

時間の自由設定可能。 

水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。 

試験管 8S 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の各 

部位置温度を 時間経過に従がって 記録。 照度も自由に 選べる照明 装 

置 。 小型多点温度記録装置が 特長です。 

卵稚仔 温度反応試験装置 CTG ll 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 樽 

に 分離独立。 水槽 :- 。 とに温度設定が 可能。 各槽 ごとの試験管挿入 可 

能 。 卵椎 仔を反応装置 (TGll-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 

に 最適。 温度制御は正確・ 広範回に温度設定が 可能。 

フランクトン 培養装置 
動植物性プランクトンの 海水培養用装置。 幼魚．・稚魚等の 飼育も可 

能 。 2 ポリエチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽によ る温度制御。 制御 範 

囲 5 一 35 で。 ヒーター・クーラー 自動切換 式 。 照明装置は高出力 蛍 

九灯。 光景調節・照明時間の 自由変更可能。 海水循環 

酸素補給・水質維持装置付。 
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酸素 
田 

㌔Ⅰ 

( 溶存酸素による 呼 

劣曇妾 三番 i 旦舌 に球 翠 gga 算 碁器 貫 軍事 管事 芋茎 i 主 芋茎 雙蒼 翼翼 ;E 糞 真ニ 底蒼 64,@R@ 
薫 ; 聲茉婁聲翠驚亨苦盆呈芽彗虞鐙芝 隆運 百聲患富蓬蕾篭姿重婁芋り 菅吝至朋崩 % ま 

S 一 1  溶存酸素測定装置 

  

  
lmV ～ 工 OV 
フルスケール 全幅移動可能 
4 0 0K ㏄～無限大 ( レンジによる ) 
2 5 Omm 幅 
6 段変速 ( 標準最少 2. 5mm/mi n) 
AC l 0 0V  5 0 ～ 6 0 Ⅱ ア 

械 株式会社 
〒上上 2 東京都文京区後楽 2 - 2 t - 二 4 
TEL (03 Ⅰ 81 5.- 3066 ㈹ 
FAX (03 Ⅰ 8 1 5 - 823% 
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蓮 lVe で am KANTO 
  

染色キット 
ラ / け Ⅰ 一 ステイン KANTO は 、 蛋白・核酸を 高感度 

で簡単に検出できます。 

シルバースティン KANTO は、 現像が緩やかにすすむよ 

うに調製されています。 現像停止のポイントを 判断しや 

すく美しい染色 像 が得られます。 

Oat.No.57650 SilVerStain KANTO 
電気泳動用銀染色キット ，シルバーステイン KANTO 

スラブゲル (l40mmxl40mmxl.omm) 25 枚 分 
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自然科・常関係の 定期刊行物，全集，叢書，単行本 輸入販売 

デ カ ヂ 、 ミアき学 

趣 113  東京都文京区本郷 2 つ 9.6  大同ビル (Tel.813-9805) 

カタログ 1 987 年 2 月号から 

1.@ Biology@ of@ Spermatogenesis@ and@ Spermatozoa@ in@ Mammals.(by@ S.S.@ Guraya) 
( 哺乳類の精子形成と 精子の生物学 ) 455P,  85  figs.  Fe ね ・ '87  Y32,780.- 

    Ontogeny  of  0lfaction:  叩 inciples  of  olf あ cto Ⅰ ノ仰 atu 「 あ t@on  @ ⅡⅤ e Ⅱ 士 e め Ⅰ な 十七 S. 
(ed 。 by W 。 Brepo 卜 l) ( 嗅覚の個体発生 ) 268%,  78 figs.  Nov.,86  Ⅶ 2,980.- 

      nolec Ⅲ ぁ r  Genetics  of  naret[n 引而 n  Cel は・ prinlers  in  Developln ㎝ ta,@  Biology 
Vol 。 2  (ed 。 by  G Ⅲ・№ lac Ⅱ inski)( 哺乳類細胞の 分子遺伝 )  480p,  ,86  ￥ 11, 魑 0 ・ - 

4 。 An  Atlas  of  Sta 目 W  Mafnlilalian  and  Chick  E Ⅲ bryos 。 (by  H.  Butler  &  B 川 ・ J. 
し uurlinkX( 哺乳類とニワトリ 胚の発生段階 別 アトラス )  224p,  ,87  ￥ 27,140.- 

  

5.@ Somites@ in@ Developing@ Embryos.@ (Proc.@ Glasgow,@ Scotland,@ Apr.6-9,1986) 
く胚 発生におげる 原体節Ⅰ 320p,Dec ・ '86@ @15,180._ 

6 。 餌 n8le  Cei@  ㎝ ゐ肝化 ing  and  Cell Lineage  in  Anima@  Development.(by          C ゐ ㍗ ne Ⅰ   
ね We 仙 tCe 。 P.A.)(/v 動物発生における 単細胞標識と 細胞系譜 ) 188p,  ,87  Ⅶ 6,200 ・ - 

7 。 Expe ド @ Ⅲ c 臼 十億 l App Ⅰ noac 目 es t0 Ⅱ a ⅢⅢ あ il あ n Deve@opmen 十 。 (h ひコ ・ Rassan 屯描 P 。 A, 
Pe 曲柊 enX( 哺乳類発生に 関する実験学的アプローチ )  560p,  Feb.,87  ￥ 17,100 ・ - 

8.@ Development@ and@ Plasticity@ of@ the@ Mammalian@ Spinal@ Cord:@ Proc.@ Int'l@ Cong. 
Spoleto,@ Perugia,@ Sept 。 16-20.@ 1984@ (ed 。 by@ A ・ T ・ Gorio) 
( 哺乳類脊髄の 発生と可塑性 ) 300p,@ Feb ・， 87@ @19,250._ 

    Advances  @n  lnvertebrate  Reproduc も ion  4@  pr.oc 。 of  the  4th  lnt'i Symp ・ for 
lS@R  heid  in  Villeneuve"  d'Ascq,  France,  l-5  Sept.  1986 
(ed 。 by M. Prochet)( 無脊椎動物の 生殖第 4 集 ) 568p ， Dec 。 ， 86@ @32,500._ 

価格は ， 全て概算価格になっております 

上記以外にも 洋書，雑誌，バッタナンバ 一等多数取り 扱っております。 御 照会， 

脚注文をお待ち 致します。 尚 ，カタログ御希望の 方は， 御 請求下さい。 直ちに 

御 送付申し上げまず。 
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あ らゆる研究分節，対応できる 多様な 叱ヌテぁ 。   
全自動写真撮影装置を 内蔵 。 今 ま 

ずにない多様な シ巧 ム性 と 操作   性で 

画像解析分光測光な 日の将来的研 

究ニーズにも 充分対応。 電動 6 ケ穴レ 

ボノレ 。 二 lx 一 m00x まで完全ケー 

ラー照明、 写真撮影レンズ 下種類内 

蔵 、 老 ノ払面 と同じ像が観察できる 一 

眼レフ式フアインタ 二 、 視野致 26.5 ゆ 

の超広視野など 弔旺 けに最先端のメカ 

ニズムが生きています。 しかも、 351nllrl2 

台十人 版 1 台十 TV カメラ 1 台詞・ 4 台 

を同時装着できる 3-WAY カメラ。 鮮 

明な像を観察、 確実に記録ずきます。 

  
0% 劫 6 ケ穴レボ ルバーⅠ対物レンズに 連 勒 
した照明系の 切換えは 調光 ・開口絞り・ 視野 

枝りを自助完了 c 低 倍率の ビ ント合わせの 力 
メラ選択●撮影レンズの 切換えなどを 自動化 

( マニュアル操作も 可 ) 

Ⅰ電動 6 ケ穴 レポルバー● ND フィルター ll9 支 
階 切換えによる 自由 辮先 Ⅰボタンによるカメラ 

選択Ⅰ撮影レンズ 4 種内蔵 ( ターレット切換ガ 

  未知をひらぐ 光学技術 
く 仕様 >e 超広視野接眼 ( 視野致 26. 斑 № 

鏡筒是定常装置付 K6 ケ入 電動レポルバー       オ Ⅱンパス光学工業株式会社 
プリンバス脱兎株式会社 

●右下 共軸 ハンドル大型ステージ●各種 % 台代理店 
フィルタ一内蔵 ●撮影レンズ 4 種類内蔵 ● 全 

自動写真撮影装置内蔵 a35mnV ハーフサイ 

ズ 撮影、 スケール写し 込み 可 ( オフシ ョカ 

㈱ 庄光 ガリ ノ 

カタログ・パンフレ 卦昔 のご 講求は 〒 101 束京都千代 Ul 区神 m 小川町 2-1-7 位 肌 03 一 292b314lHit) 
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装
 動 温度制御で 

Ⅰ経済的な節電タイプ 
高性能冷凍機は 運転時間が少なくてすみ ，とても経済的です。 
の 抜群の冷却効果 
冷却面積の大きな 冷却器が効率 よく 海水を冷やします。 
Ⅰ確実な水温制御 
信頼性の高いサーモコントローラを 使用し，自動的に 正確な水温制御 
が出来ます。 

Ⅰ ま劣 ムタイプの設置 例 とその循環 図 Ⅰ循環タイプの 設置 例 とその循環囲 

活 魚 水 槽 

の ま釜 ムタイブ 仕十 美義 

            匝 包囲 Ⅰ循環タイプⅠ 士ォ業表 

                                  回 
TKC@ 300C 

TKC@ 400C 

TKC@ 600C 

TKC@ 750C 

TKC1.100C 

TKC1.500C 

TKC2.200C TKC@200C 
の 使用水量により 機種を選定して 下さい。 多少大きめの 機種を選ばれた 
方がより効果的です。 
0 使用限度水量は 外気温 32 。 C . 冷却水温 18 。 C で算出してあ ります。 機械 
の 設置場所，水槽の 材質・環境の 差異変等により 使用限度水量が 異な 
します。 

TE 」 
一 
。 Ⅰ 一 イヒ Ⅰ末武会社東京都豊島区要町 2T 目 8 番地 (959)3 (955)40 日 巨フ 占 口 

  



●無菌生産 
臣一ニンバの 組織培養用製品は、 無菌環境 て 。 f 乍られています。 このた 
め バクテリアは 勿論 目 鑑戒油の蒸気やほこり 等の付着もなく、 培養 特 

  性 が安定しています。 
Ⅰ フ オームラツ ク 

コ一 ニンバの 遠沈管 ，培養 皆 には、 フ オームラツク 付きがあ りますい 灰 

納や運搬に便利なう 右 ガタ ツキ がないため傷をつけることがなく、 

沈澱 物 が再浮遊する ， L 、 配もあ りません。 

0l00% リークテスト   

コ一 ニンバのフラス ニ は，全数圧力試験を 行つておりま ホ 。 また厚手に 
成形されていますの て ．リーク や クラツ ク の心配はあ りません。 

Ⅰ タ カレシールキヤ ツプ 

タフルシールキヤ ツプ は、 容器の口部内側と 端部の 2 箇所 で シール 

するもの て 、 漏洩を完全に 防ぎますっ 
Ⅰクロスコンタミネーション 防止 

マイクロフノートは 、 孔が独立しており、 クロスコンタ ミネ 1 シヨンの 
危険があ りません。 

滅 菌     Ⅰ表面処理は・ 親水性と細 

無菌生産 
胞親和性を与えるもので、 

コーティンバではあ りません。   ● 三 10 は、 エチレン オ キサイ 
  ト ガス滅菌です。 

無菌生産 カントネック、 ダブルシールキヤ ップ Ⅰ 詳荻は カタログをご 議求 ( 
    ださ b, 。 

    

7% ダブルシ - ルキャップ 

無菌生産 ダブルシールキャップ 

ァ線 許容遠心力 l@00n, ダカレシ - ルキャップ 
巳 T O   5000；   

2582D マイクロ 24 孔 ，平底、 蓋付き       スチロ - ルな 吋 @ 旨   ア線 

25860 プレ - ト 96 孔 、 平底、 蓋付き             

式 会社 村上販売部 大阪支店 な 宕 0 06 町 ㏄ ;2l4)740l(f 162)629l(f 十 士 ) ) 九州支店 広島支店 む 呑 092(45 082(248%293(ft) け 5B06(ft) 
本 社 / 〒 l ㎝東京都千代田区丸の 内 3-@-3 ( 富士 ビ 旧 名古屋支店 8052(2ll)3855t 代 ) 札幌営業所 容 0ll(22 け ;3477( 代 ) 




